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66枚の田を 6枚に

昨年ほ場整備した田んほに稔の秋

この市之畦地区は、 8戸の農家が協力して、

昨年度稲作小規模士地基盤整備事業を取り入

れ約 1千 9百万円（内受益者負担3割）をか

け0.8ヘクタールのほ場整備を行いました。

以前は66枚の小さな田んほで耕作道や水路

も未整備のため、農家の方は苦労されていま

した。

今では、 1枚の田が5アールから14アール

の6枚の田に、あわせて農道や小路も整備さ

れています。ほ場整備により大型農業機械を

導入する事が出来るようになりました。稲刈

りにコンハインが活躍する日も間近となって

います。
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メ
ソ

八
月
十
四
日
、
岩

谷
小
学
校
グ
ラ

ソ
ド

で
、
岩
谷
地
区
の
夏

ま
つ
り
に
約
三
十
メ
ー

ト
ル
の
巨
大
な
龍
が

登
場
し
、
ま
つ
り
を

一
段
と
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
、
岩

谷
小
学
校
開
校
四
十

年
記
念
行
事
の
一
環

と
し
て
、
実
行
委
員

会
の
メ
ソ
バ
ー
六
人

が
中
心
と
な
り
行

っ

た
も
の
で
す
。

こ
の
龍
は
、

まつりを一段と盛り上げた約30mの巨大龍

バ
ー
の
一
人
冨
永
幸
男
さ
ん
の
発
案

に
よ
る
も
の
で
す
。
発
案
者
が
中
心

と
な
り
、
メ

ソ
バ
ー
た
ち
が
協
力
し

て
、
三
週
間
か
け
て
、
竹
や
防
風
ネ
ッ

ト
な
ど
の
材
料
を
う
ま
く
使
い
製
作

し
ま
し
た
。

夜
神
楽
が
始
ま
る
と
ま
も
な
く
し

て
、
夜
空
に
巨
大
な
龍
が
現
れ
る
と
、

ま

つ
り
に
訪
れ
た
人
か
ら
は
、
驚
き

の
声
と
盛
ん
な
拍
手
。

こ
の
他
に
も
当
日
は
、
盆
お
ど
り

大
会
や
焼
肉
、
い
か
焼
ぎ
、
魚
の
塩

焼
き
、
金
魚
す
く
い
等
が
行
わ
れ
、

地
域
の
方
や
里
帰
り
し
た
人
等
で
、

夜
遅
く
ま
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

正
山
小
学
校
で
は
、
八
月
二
十
日

と
二
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

一
夜
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
今
年
で
三
回
目
と
な

り
ま
す
。
小
学
校
児
童
会
リ
ー
ダ
ー

の
実
践
力
の
強
化
、
規
律
正
し
い

言

動
の
で
き
る
子
供
の
育
成
、
生
活
改

善
へ
の
意
欲
、
奉
仕
的
姿
勢
を
伸
ば

す
こ
と
、

小
学
生
と
中
学
生
と
の
親

睦
等
の
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
な

お
今
年
は
地
域
の
中
学
生
た
ち
も
参

加
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
全
員
朝
七
時
五
十

分
ま
で
に
お
米
な
ど
の
材
料
を
持

っ

て
学
校
に
集
合
し
、
講
堂
で
開
会
式

を
行
い
、
以
後
は
八
班
に
分
か
れ
て

行
動
し
ま
し
た
。

第
一

日
目
は
、
オ
リ
エ
ソ
テ
ー

シ
ョ

ソ
や
水
泳
大
会
、
運
動
場
で
の
飯
盆

炊
飯
で
は
、
カ
レ
ー
や
焼
肉
に
料
理

郵
便
受
箱
・

表
札
の
押
し
売
り
に

R

ご

注

意

を

／

．

G
郵
便
局
で
は
、
九
月
一
日

R
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の

二
か
月
間
、
「
郵
便
受
箱
・

表
札
設
置
運
動
」
を
実
施
し

R
 

⑥

ま

す

。
毎
年
、
こ
の
時
期
に
は
、

「
郵
便
受
箱
促
進
協
会
」
な
ど

＠
 

⑯
と
称
し
て
、
「
郵
便
局
が
郵

⑱
便
物
を
配
達
す
る
時
に
、
郵

便
受
箱
・
表
札
が
な
か
っ
た

ら
困
る
。
」

等
言
葉
巧
み
な

⑩
 

正
山
小
学
校
今
年
も

一
夜
学
習
会
を
実
施

（
町
長
）

＜ 員郵 ず どれ札 てで う 箱手 ，―＇ - たは 片 の し行場し
だに便 郵に るをあい押な・ ロ • - -‘児付あ二たいのて
さご外便は場設なまし説表で ' -,i ;{ t夏童けと日°夜中試
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起工式で鎌入れを行う大野町長

八
月
二
十
日
、
大

谷
小
学
校
に
お
い
て
、

関
係
者
三
十
二
人
が

出
席
し
て
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
谷
小
学
校
の
校

舎
は
、
昭
和
二
十
二

年
に
木
造
で
建
設
さ

れ
、
今
ま
で
に
九
百

六
十
五
人
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
校
舎

も
い
た
み
が
ひ
ど
く

な
り
危
険
校
舎
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、

平
成
二
年
度
に
設
計

に
着
手
し
、
改
築
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

改
築
さ
れ
る
校
舎
は
、
十
四
角
形

で
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造
り
の
二
階

建
、
床
面
積
八
百
三
十
平
方
メ
ー
ト

ル
の
ユ
ニ
ー
ク
な
校
舎
で
、
地
域
の

来年の3月完成目差し
大谷小校舎改築に着工

方
に
も
利
用
で
ぎ
る
よ
う
に
と
、
設

計
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
事
費
は
約
一
億
七
千
九
百
万
円

で
す
。一
階
に
は
職
員
室
・
会
議
室
・
理

工
室
・
家
庭
科
室
等
、
二
階
に
は
中

央
に
ホ
ー
ル
を
広
く
と
り
、
多
目
的

広
場
と
し
て
利
用
で
ぎ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
が
こ
の
建
物
の
特
徴
で
す
。

こ
の
廻
り
に
四
つ
の
教
室
や
、
音
楽

室
・
図
書
室
等
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

校
舎
の
改
築
に
よ
り
、
地
域
の
教

育
が
向
上
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

地
域
の
活
性
化
が
図
れ
る
も
の
と
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

菟
野
尾
部
落
の
冨
永
清
輝
さ
ん
宅

の
三
羽
の
ツ
バ
メ
は
、
他
の
ツ
バ
メ

と
同
じ
よ
う
に
、
元
気
に
空
を
飛
び

廻
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
ツ
バ

メ
は
、
お
な
か
が
す
く
と
家
に
帰
っ

て
来
て
、
家
族
の
方
の
手
の
ひ
ら
か

ら
工
サ
を
貰
う
と
い
う
、
人
に
よ
く

慣
れ
た
ツ
バ
メ
で
す
。

こ
の
ツ
バ
メ
は
、
上
鹿
野
川
の
金

森
勝
さ
ん
宅
で
巣
づ
く
り
し
て
、
親

ツ
バ
メ
が
ひ
な
の
世
話
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
、
親
の
雌

ツ
バ
メ
が
、
ヘ
ビ
に
飲
み
込
ま
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
雄
ツ
バ

メ
も
ど
こ
か
へ
去
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
か
わ
い
そ
う
と
、
冨
永
悦

子
さ
ん
が
八
月
十
日
に
自
宅
に
つ
れ

て
帰
り
、
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ

こ
）
）
で
卜
。

手からエサを貰うツバメたち

/『

--l, 
生前の尾下林太郎氏

／
 

最低賃金改正の
お知らせ

イ 愛媛労働基準局では、

県内で働くすべての労

働者に適用される「愛

媛県最低賃金」を決定

し10月1日から実施す

ることとしました。

ロ この決定により10月

1日以降従業員に支払

う賃金は、 1日3,982

円(1時間498円）以上

としなければなりませ

ん。

詳細等の問い合わせ先

八幡浜労働基準監督署

(822-1750) 

』

故
尾
下
林
太
郎
氏

勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章

六
月
十
二
日
に
死
亡
さ
れ
た
尾
下

林
太
郎
氏
（
七
十
三
歳
）
が
、
生
前
に

地
方
自
治
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
六
月
十
二
日
付
で
、
勲
五
等
瑞

四
四
沙
己
沙
<
国
守
る

n困
R
ッ
屈
必

現
在
も
ガ
や
九
官
鳥
の
エ
サ
を
与

え
て
い
ま
す
。

昼
間
は
外
で
元
気
に
飛
び
廻
っ
て

い
ま
す
が
、
夜
に
な
る
と
家
の
中
で

寝
る
と
い
う
の
が
最
近
の
日
課
と
な
っ

て
い
ま
す
。

家
族
の
方
は
、
早
く
自
分
で
エ
サ

を
取
る
よ
う
に
な
り
、
元
気
に
南
方

へ
飛
び
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

宝
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
勲
章
伝
達
式

が
九
月
十
一
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
伝
達
式
に
は
、
妻
の
尾
下
ツ

ズ
ヱ
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

尾
下
氏
は
、
昭
和
八
年
一
月
宇
和

川
村
役
場
に
使
丁
と
し
て
奉
職
以
来

宇
和
川
村
職
員
お
よ
び
合
併
に
よ
る

肱
川
村
職
員
と
し
て
、
昭
和
三
十
四

年
九
月
ま
で
の
二
十
六
年
余
り
の
長

き
に
わ
た
り
、
行
政
事
務
に
精
励
す

る
と
と
も
に
肱
川
村
教
育
委
員
会
教

育
長
、
町
制
施
行
に
よ
る
肱
川
町
教

育
委
員
会
教
育
長
を
経
て
昭
和
四
十

六
年
六
月
か
ら
五
十
二
年
五
月
ま
で

肱
川
町
収
入
役
、
昭
和
五
十
二
年
五

月
か
ら
五
十
六
年
五
月
ま
で
肱
川
町

助
役
に
在
職
し
、
約
半
世
紀
に
わ
た

り
肱
川
町
の
福
祉
向
上
に
尽
力
し
、

地
方
自
治
の
伸
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
叙
勲
を
お
喜
び
申
し

上
げ
、
御
冥
福
を
お
祈
り
し
た
し
ま

す。

年
金
受
給
者
の
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
に
は
、
「
住
所
・
支
払
機
関
変

更
届
」
を
速
や
か
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
特
に
目
立
っ

て
増
え
て
い
る
の
が
、
住
所
変
更
を

伴
わ
な
い
支
払
機
関
だ
け
の

変
更
届
の
提
出
で
す
。

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

てヽしつ
提
出
さ
れ
た
変
更
届
を
迅
速

こ
に
処
理
し
、
適
確
に
年
金
を

1, 
更
支
払
う
こ
と
に
努
め
て
い
ま

亦
欠
す
が
、
変
更
届
を
受
理
し
て

。
~

か
ら
、
新
た
な
支
払
機
関
で

支
払
う
た
め
に
は
、
一
定
の

開
期
間
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

機

め
、
年
金
の
支
払
月
の
間
近

払支の
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、

金
支
払
機
関
の
変
更
が
間
に
合

年
＇
わ
な
い
等
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と

で
す
。

年
金
を
速
や
か
に
、
確
実
に
受
け

る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
支
払
機

関
だ
け
の
変
更
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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改正の主な内容
現 行改正後

1支給対象 第 2子以降 第 1子以降--------------------------------------------------------------------
2支給期間 小学校入学前 3歳未満--------------------------------------------------------------------
3支給金額-----------------------------------------------------------------
第 1子 ー 5,000円（月額）------------------------------------------------------------

第 2 子 2,500円（月額） 5,000円（月額）--------------------------------------------------------------
第3子以降 5,000円（月額） 10,000円（月額）

経過措置
I 
現

平成 4年平成 5年平成 6年
1月～ 1月～ 1月～

--I 第 1 子 ー 1歳未満12歳未滴13歳未満
（平成3年1月2日以後に生まれた児童）----------------------------------------

第 2 子 ,j学校入学前 5歳未満 4歳未満 3歳未満

第五噂 ！1 ;歳未満14歳未薦13歳未鷹

行

今
回
の
児
童
手
当
制
度
の
改
正
は
、

最
近
の
子
供
と
家
庭
を
め
ぐ
る
状
況

の
変
化
を
ふ
ま
え
、
二
十
一
世
紀
の

社
会
を
担
う
子
ど
も
を
健
や
か
に
生

み
育
て
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
の
一

貫
と
し
て
、

世
代
と
世
代
の
助
け
合

い、

児
童
養
育
家
庭
に
対
す
る
育
児

支
援
の
強
化
と
い
う
考
え
方
か
ら
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

一
、
一
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
、

児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
（
現
在
は
二
人
目
の
お

子
さ
ん
か
ら
）

”
 

な
お
、
一
人
目
の
お
子
さ
ん
に

つ
い
て
は
、
平
成
一＿
一
年
一
月
二
日

以
後
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
か
ら
、

新
た
に
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

二
、
手
当
の
月
額
は
、
一
人
目
と

ニ

人
目
の
お
子
さ
ん
に

つ
い

て
五
千

円
、
三
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円
に
な

り
ま
す
。

（
現
在
は
、

二
人
目
の

お
子
さ
ん
に
つ

い
て
、
二
千
五
百

円
、
三
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
五
千
円
）

三
、
手
当
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
ぎ

る
期
間
は
‘
―――歳
未
渦
ま
で
と
な

り
ま
す
。
（
現
在
は
、
小
学
校
入

学
ま
で
）

新
し
い
制
度
が
実
施

さ
れ
る
の
は
、
平
成
四

年
'-
月
一
日
か
ら
で
す

が
、
支
給
期
間
の
変
更

に
伴
い
、
既
に
手
当
を

受
け
て
い
る
家
庭
に
配

慮
し
て
、
次
の
よ
う
な

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

0

平
成
四
年
一
月
ー
十

二
月

一
人
目
に

つ
い
て

は
、
平
成
三
年
一
月

児
童
手
当
制
度
の
改
正

一
人
目
か
ら
支
給

―
―
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

が
、
二
人
目
以
降
に
つ
い
て
は
、

五
歳
末
満
の
お
子
さ
ん
が
支
給
対

象
に
な
り
ま
す
。

0

平
成
五
年

一
月
ー
十
二

月

一
人
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

年
一
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
が
、
二
人
目
以
降
に
つ
い

て
は
、
四
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が

支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

0

平
成
六
年
一
月
以
降

三
歳
未
満
の
す
べ
て
の
お
子
さ

ん
が
、
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

係 るもおた
ま詳こっ子にな
でしとてさ支お
おくが今ん給‘
問はで年をの今
い‘ぎのお対回
合役ま十も象の
わ場す ー ちと改
せの゜月のな正
く町 か家るに
だ民 ら庭 一伴
さ課 申は人い
し、福請‘目‘
°祉 す前の新

寝
た
き
り
ゼ
ロ
の
十
か
条
（
そ
の
六
）

『手
は
出
し
す
ぎ
ず
目
は
離
さ
ず
』

が
介
護
の
基
本
自
立
の
気
持
ち
を
大
切
に

従
来
、
わ
が
国
で
は
、
高
齢
者
に

は
で
き
る
だ
け
何
も
さ
せ
ず
に
過
ご

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
考
え
方
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

か
え
っ
て
高
齢
者
の
運
動
機
能
を
低

下
さ
せ
、
行
動
力
の
減
退
を
招
ぎ
、

ひ
い
て
は
寝
た
き
り
の
ぎ

っ
か
け
を

作
り
ま
す
。

時
間
が
か
か
っ
て
も
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
は
自
分
で
実
行
し
て
も
ら

う
よ
う
周
囲
が
配
慮
し
、
高
齢
者
が

自
力
で
実
行
す
る
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
、

心
身
の
機
能
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
安
易
な
オ
ム
ツ
の
使
用
は

自
尊
心
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
生
活
意

欲
を
奪
い
、
社
交
性
を
低
下
さ
せ
、

結
果
と
し
て
寝
た
き
り
に
陥
り
や
す

く
な
り
が
ち
で
す
。
排
泄
も
可
能
な

限
り
自
立
で
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

電 話 で 無 米斗 相 ニ火
配火

近
頃
で
は
、
自
己
主
張
が
強

く
な
っ
た
の
か
、

思
い
通
り
に

し
て
も
ら
え
な
い
と
「
も
う
イ

ヤ
」
を
連
発
す
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
母
親
の
悪
い
ロ
グ
セ
を

し
っ
か
り
覚
え
て
し
ま

っ
て
困
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

「行政書士11 0番」

10月1日の法の日にちなんで、日本行政書士会連合会は10月1日～

5日間役所へ提出する書類や、「許認可の手続等について電話による

I l 二菟詈臣麟言i：士点＃芸玄望存吝五ごi::［/］i〗；二°ひ事
-No.〈オX乃釦つァん況＞⑱

お父さん
康則さん(27歳）
お母さん
夏子さん(27歳）

小

山

あ

ゆ

み

ち

ゃ
ん
（
共
栄
）

平
成

1
年
10
月

21
日
生

1
歳
11
か
月

こ
ん
に
ち
は
、
ま
り
な
で

す。
毎
日
お
兄
ち
ゃ
ん
が
幼
稚

園
か
ら
帰
る
ま
で
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
く

る
と
、
大
好
き
な
ウ
ル

ト
ラ

マ
ソ
で
い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
男
ま
さ
り
な

私
で
す
が
、
ヨ
ロ
シ
ク
ネ
。

お父さん
優さん
お母さん
真喜恵さん(29歳）

(33歳）

電
ク
・
ン•,
9
-

ま

り

な

中
居
真
梨
奈
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

平
成

1
年
10
月

23
日
生

1
歳
11
か
月
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肱
川
町
で
は
●
今
年
度

よ
り
小
学
校
四
年
生
全
員
、

五
・
六
年
生
の
肥
満
傾
向

な
児
童
、
及
び
中
学
生
全

員
二
百
五
人
を
対
象
に
、

小
児
成
人
病
予
防
検
診
を

六
月
十
八
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
な
お
、
詳
し
く
検

査
の
必
要
な
児
童
•
生
徒

7
 
6
 
6
 

十
五
人
は
、
七
月
十
七
日

に
二
次
検
診
を
し
ま
し
た
。

On

そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

50

管
理
区
分
（
図
1
ー
①
）

に
お
い
て
、
町
内
の
中
学

生
の
約
一
割
が
食
生
活
等

の
注
意
が
必
要
で
あ
り
、

何
ら
か
の
異
常
所
見
を
発

見
さ
れ
た
人
が
約
三
割
、

正
常
者
が
約
五
割
で
し
た
。

小
学
生
に
お
い
て
も
、
同
％
①
 

じ
よ
う
な
事
が
言
え
ま
す
。

所
見
別
（
図

2
ー
①
ー

3
 

2
ー
③
）
に
お
い
て
、
松
⑱

山
市
の
中
学
生
と
比
較
す

5
6
/7
 

る
と
、
低
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

50
8
 

ル
の
生
徒
が
多
く
い
る
の

56

が
特
徴
で
す
。

八
月
に
栄
養
士
に
よ
る
、

食
事
指
導
を
三
日
間
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
分区

二
十
人
あ
り
ま
し
た
。
そ
理

の
結
果
、
た
ん
ぱ
く
質
が
管

十
分
に
摂
れ
て
い
な
い
子
幻

供
た
ち
が
多
い
よ
う
で
す
。

ー

成
長
す
る
大
事
な
時
期
で
図

す
。
し
っ
か
り
食
べ
る
必
％
~

゜

要
が
あ
り
ま
す
。
一

日
の

6

0

0

0

0

0

0

 

5

4

3

2

1

 

二 H3年度肱川中学校 男子

巳二］ // 女子
39.1 
：名： 27.0

二平成元年度松山市内中学校1年生男子 日26.:1i 
27.2 

口 // 女子

8.7 10.0 

12:3_¥ll.l / 
5.5 

0.8 1.4 I 4.5 

0.1 3.7 

25% 

2) 

15 

10 

5
 

゜
I• I 1占＼LJ
扁度中度軽度

肥満肥満肥満

所見別集計（中学男子）
24.7 

二 H3年度肱）II中学校81人

亡コ Hl年度松山市中学1年生2,984人

0.5 
-II I I| l :1|l  I lI -

血圧 低コレス高コレス低HDLA I 裔中性

高値テロールテロール1丙田レ裔値 脂肪
尿糖

％
 
25 

公）

15 

40 

3) 

公）

10 

゜

図1一②

（小学生）

亡コ男子

亡コ女子

図2---@

た
ん
ぱ
く
質
の
量
は
、

肉
・
魚
は
各
60ー

8
0
g

卵
は

1
個

豆
腐
は

1
/
4
丁

牛
乳
は

2
本

で

す

。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
高
い
人
は
、

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
・
炭
酸
飲
料
水
（
ジ
ュ

ー

ス
）
の
摂
り
す
ぎ
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
野
菜
の
食
べ
る
量
も
少
な

所見別集計（中学女子）

二 H3年度肱）1|中学校69人

［コ HI年度松山市中学1年生2,832人

11.6 

10 

5 

゜高度中度軽度血圧釦レス肥満肥満肥満高値 テロール

0.2 
l 1.I l - I I I I F 

高コレス低HDL A I 高中性

テロールコレス示日レ 高値 匪 肪

※AI高値とは、動脈硬化指数のこと

% 20.§ 

公）

い
よ
う
で
す
。

色
の
濃
い
野
菜
百

g
、
淡
い
野
菜
二

百

g
も
し
っ
か
り
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
、
大
人
た

ち
も
い
っ
し
ょ
に
食
生
活
に
目
を
向

け
て
く
だ
さ
い
。

◎
◎
R
④
②
①
R
⑯
 

高
脂
血
症
と
は

血
液
中
の
脂
肪
分
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
）
が
正
常
以
上
に
高

い
状
態
を
高
脂
血
症
と
い
い
ま
す
。

若
い
頃
か
ら
の
、
日
常
生
活
や
食

事
が
原
因
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

ま
れ
に
ホ
ル
モ
ソ
の
異
常
な
ど
の
病

気
で
も
起
こ
り
ま
す
。

高
脂
血
症
の
方
は
、
年
に
一
度
は

血
液
の
検
査
を
受
け
、
又
、
食
事
に

も
注
意
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

血
液
中
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪
の
他
に
も
多
く
の
脂
肪
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
脂
肪

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
の
中
で
の
働
き

が
異
な
り
、
ホ
ル
モ
ソ
の
成
分
に
な
っ

て
い
る
も
の
、
血
管
を
強
く
す
る
働

10 

32.4 

23.8 

正常

図2一③

［二男子

にコ女子

8.8 

2.9 

所見別集計
（小学生）

14.7 

受診者数

男子 34人
女子 21人
計 55人

゜高度中度軽度血圧1低コレス肥満肥満肥満高値 テロールテロール高

：翠

ぎ
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、
体
に
は
欠

く
こ
と
の
で
ぎ
な
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
量
は
、
多
す
ぎ
て
も
少

な
す
ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
！

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
す
ぎ
る
と

肥
満
、
糖
尿
病
を
促
進
し
た
り
、
肝

臓
に
脂
肪
が
た
ま
り
、
肝
臓
機
能
を

低
下
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
動
脈
硬
化

が
進
み
、
心
筋
梗
塞
に
な
り
や
す
く

逆
に
少
な
す
ぎ
る
と
脳
卒
中
に
な
り

や
す
い
の
で
す
。

い
つ
ま
で
も
、
若
い
血
管
を
保
つ

た
め
に
は
運
動
す
る
こ
と
と
、
食
事

の
質
を
考
え
て
と
る
こ
と
で
す
。

＊
高
脂
血
症
の
食
事

一
、
バ
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

一
日
に

30
種
類
ぐ
ら
い
の
食
品

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

二
、
た
ん
白
質
を
忘
れ
ず
に
。

三
、
繊
維
を
忘
れ
ず
に
。

四
、
一
日
一
回
植
物
油
を
使
っ
た
料

理
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

＊
日
常
生
活

0

規
則
正
し
い
生
活
を
し
よ
う

0

適
度
の
運
動
を
'
・

0

タ
バ
コ
は
厳
禁

〇
肥
満
を
防
ご
う

0

定
期
的
な
健
診
を
忘
れ
ず
に
'
・
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ァ会なわ あまかたるたしはきなはのいララ目七 たひ子た館 ら人 l月第のも ‘
ソはりる るたせち映もさの出家 ‘正 ‘兄フは時映よとが手でサう余で十二町た映
ヶ幕大こ 内 ‘ても画のせとさ族奇面二弟ィーか画うと ‘にしゥこと開六回でち画
lを ろ 容大見 ‘でのっしれの だ本のテウらはでき夏 ‘たナと、多催日夏楽にを
ト閉盛に と人入大し大つ、 tたてふ忘ぁ目大ィル始二すを休たがの力i くし ‘休し ‘見
へし況は
のまの、

なにつ画たぎ戦閂ぉれれれは活日ートま本°過みく ‘ょでのた卜みんいる

ごしうず
つもて面 ゜さ争かり合ら←一躍：フり立 ごのさかうき方とレ親でい機
て十いの をでさ‘いれ：うとウマ‘て し楽んきなま々こ l子も映会

協た い い分た迫 思失をほががこしおルソーで
o に

てしの氷体 にろ二映ら画の
カ 、ぶ ま見よ力 いっ感の描ちれろ笑トグ本‘ いい親か育ぢ見 ‘ソ画おを少

（八幡浜公証役場からのお知らせ）

遺言や契約は公正証書に して
あなたの財産等をま もりま しょ
う。

遺言や各種契約等は、公正証書にしておかれると

財産や権利をめぐっての紛争防止に役立ちます。ま

た、公正証書は公文書で、その内容は秘密とし厳守

されますので、御安心いただけます。

公証役場では皆様の御相談に無料で応じておりま

すから、お気軽に御利用下さい。

八幡浜公証役場の所在地

八幡浜市広瀕 1丁目 7番6号

ぎくやビル 1階

（新川沿いの八幡浜警察署から150m程港寄り）

参考：公証役場における公証人の主な職務は、次の

とおりです。

1 遺言や各種契約等の公正証書の作成

2 会社の定款の認証

3 私署証書（私文書）の認証

4 確定日付の付与

「うしろの正面だあれ」のー場面

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

の
活
動
へ
生
か
せ
る
よ
う
、
塾
生
一

同
が
ん
ば
り
ま
す
Q

元
気
で
明
る
い

未
来
の
肱
川
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
！

肱
川
凡
人
未
来
塾

10月は「高齢者雇用促進月間」です！
高齢者の方を雇用されていますか！

事業主の皆さん、高齢化が急速に進んでいます。高齢

者の方を一人でも多く雇用しましょう。

高齢者の方を安定所の紹介で雇用された場合は、助成

金が支給されますのでご活用ください。

詳しいことはお気軽に安定所までお問い合わせくださ

ハローワーク大洲 （大洲公共職業安定所）

TE  L : 24-3191 

I八幡浜地方局生涯学習シンポジウムの参加について 1

1

2

3

4

 

6

7

 

八幡浜地方局では、生涯学習のより一層の推進を図るため、生涯学習シソ

ポジウムを開催致します。

参加ご希望のかたは、下記によりお申込みください。

日時平成3年11月29日（金）13: 00,..____.,16 : 10 

会場八幡浜商工会館大ホール

基調講演作家三好京三

パネルディスカッショソ

コーディネーター 南本長穂（愛媛大学助教授）

パネリスト 井上 昌俊（アイモク代表取締役）

石丸 喬朗（愛媛新聞社八幡浜支社長）

井伊 磯子（愛媛県女性総合セソター館長）

5 参加申込み期間 平成3年 9月20日～平成3年10月31日

受付開始から先着200名

申込み方法 「往復はがぎ」で住所・氏名・年齢・電話番号を記入して申込みください

申込み先 八幡浜市松柏1101

八幡浜地方局県民生活課80894-22-4111内線222

ク
ル
マ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
愛
情

で
走
り
ま
す
。
快
適
で
安
全
な
ド

ラ
イ
ブ
を
大
切
な
人
を
乗
せ
て
楽

玄
国
な
人
送
囚

8
る、

涅
か
る
国
叫
＠
国
因
国
口
R

し
む
た
め
に
も
、
日
頃
の
点
検
整
備

で
愛
車
を
や
さ
し
く
い
た
わ
り
ま
し
ょ
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平成 2年度共同募金受入状況
共同募金

⑲
 
R 匂

愛ちゃん

種 別 金 額

戸 別 募 金 450,128 

街 頭 募 金 ・67, 322 

呂子 校 募 金 108,864 

職域団体募金 90,124 

大 ロ 募 金 121,000 

合 計 837,438 

歳末たすけあい募金

種 別 金 額

戸 別 募 金 515,246 

篤 志 募 金 129,600 

合 計 644,846 

曇^一農息覇
会金募同共

．．．．
 
▼
 

号
'
c
-
-
聾

共
同
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は

毎
年
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
助
け
合
い
」
と
言
う
言
葉
が
、
今

ま
た
よ
み
が
え
っ
て
い
ま
す
。
世
の

中
が
豊
か
に
な
っ
て
、
か
え
っ
て
孤

独
を
感
じ
、
心
の
ふ
れ
あ
い
が
求
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
人
も
い

れ
ば
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
お
互

と 希望くん

10月1日～12月31日

い
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
大
変
な
こ
と

に
な
る
か
ら
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
あ
ら
た
め
て
「
助
け
合

い
」
の

共
同
募
金
が
見
直
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
も
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

町
内
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
温
か
い

善
意
の
募
金
は
、
寝
た
ぎ
り
や
一
人

暮
ら
し
の
お
と
し
よ
り
へ
の
給
食
サ
ー

ビ
ス
、
障
害
者
へ
の
援
助
、
施
設
や

病
院
で
の
長
期
療
養
者
へ
の
見
舞
い

な
ど
恵
ま
れ
な
い
方
た
ち
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て

の
戸
別
募
金
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
運
動
会
等
で
の
街
頭
募
金
、
ま

た
、
町
内
各
小
学
校
、
各
職
場
で
の

募
金
な
ど
実
施
し
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
ご
こ
ろ
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

老

人

福

祉

週

間

我
が
国
は
、
い
ま
や
人
生
八
十
年

時
代
と
な
り
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実

は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

誰
も
が
生
き
が
い
を
も
ち
、
健

康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
長
寿

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
介
護

対
策
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
高
齢

者
と
と
も
に
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
高
齢
者
の
問
題
を
自
分
自
身
の

も
の
と
し
て
理
解
し
、
家
庭
・
地

域
・
職
場
・
学
校
等
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
、
適
切
に
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す。
こ
の
様
な
観
点
か
ら
、
今
年
の

老
人
福
祉
週
間
は
、
「
み
ん
な
で

築
こ
う
明
る
い
長
寿
社
会
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
「
み
ん
な
の
笑
顔
そ
ろ
っ

て
楽
し
い
街
づ
く
り
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
敬
老
の
日

を
契
機
と
し
て
、
誰
も
が
生
き
が

い
を
も
ち
、
健
康
で
安
心
し
て
生

愛ちゃんと希望くん

〇＊受其悶重會會

活
で
ぎ
る
長
寿
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
高
齢
者
知
識
や
経
験
を
生
か
し

た
社
会
活
動
、
生
き
が
い
、
健
康
づ

く
り
を
進
め
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
た
い
も
の
で
す
。

0

中
居
谷

0

協

生

0

中

野

0

久

保

吉

田

博

和

さ

ん

安

川

太

吉

さ

ん

鉾

岩

勉

さ

ん

矢

野

悟

さ

ん

次
の
方
か
ら
、
社
協
に
温
か
い
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御

芳

志

の

お

礼

民
今
年
は
大
学
生
の
厄
年
な
の
で
し
ょ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
ご
く
一
部
の
人
と

は
思
い
ま
す
が
、
春
か
ら
連
日
の
よ

う
に
新
聞
の
社
会
面
上
に
多
く
の
話

題
が
提
供
さ
れ
て
、
し
か
も
国
外
に

ま
で
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た
と
か
。

有
名
校
の
学
生
が
、
入
学
す
る
ま
で

の
努
力
と
誇
り
は
い
ず
こ
へ
捨
て
去
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
「
蛍

雪
の
功
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
と
う

に
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

豊
か
な
時
代
に
生
ま
れ
、
最
高
学

府
に
学
び
、
や
が
て
次
代
の
先
駆
者

と
な
る
べ
く
期
待
さ
れ
て
い
た
人
び

と
で
あ
る
は
ず
が
、
自
由
を
弄
び
責
，

任
を
忘
れ
過
ぎ
て
は
い
な
い
か
と
嘆

か
わ
し
く
思
い
ま
す
。

「
山
に
蹟
か
ず
し
て
蟻
塚
に
蹟
く
」
と

い
う
諺
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
足
元

か
ら
一
歩
ず
つ
着
実
に
、
自
由
に
は

責
任
が
必
ず
伴
う
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。（
民
生
委
員
機
関
紙
よ
り
）

鏡
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一
、
着
毬
状
況

早
生
種
、
中
生
種
は
着
毬
状
況
は

良
好
で
あ
る
。
晩
生
種
は
着
毬
数
が

少
な
い
。
全
休
的
に
は
、
バ
ラ
つ
ぎ

が
み
ら
れ
る
。

二
、
病
害
虫
発
生
状
況

ク
リ
タ
マ
バ
チ
の
被
害
は
、
早
生

種
か
ら
晩
生
種
ま
で
、
全
園
に
被
害

が
出
て
い
る
が
、
肥
培
管
理
園
で
は

樹
勢
が
強
く
被
害
程
度
は
軽
い
。
粗

放
園
で
は
被
害
が
大
き
い
。
早
生
種
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に
よ
り
、
国
内
産
ク
リ
の
販
売
に
、

大
き
く
圧
迫
さ
れ
る
情
勢
に
あ
る
。

特
に
、
品
質
に
お
け
る
産
地
間
競
争

韓
国
産
む
き
ク
リ
と
の
競
合
等
、
一

層
激
化
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
厳

し
い
販
売
環
境
を
打
破
す
る
た
め
、

肱
川
栗
生
産
同
志
会
で
は
、
次
の
販

売
方
針
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
よ
う

各
支
部
の
、
出
荷
説
明
会
で
申
し
合

わ
せ
し
た
。

出
荷
さ
れ
た
早
生
栗

虫
ぐ
り
等
の
選
別

＊

情

勢

中
山
間
地
の
基
幹
作
目
と
し
て
定

着
し
て
ぎ
た
ク
リ
も
、
こ
こ
数
年
生

産
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
本
年
産

収
量
は
、
旱
魃
・
台
風
被
害
で
大
幅

減
収
と
な
っ
た
昨
年
よ
り
は
多
い
と

予
想
さ
れ
る
。
流
通
面
で
は
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
食
の
簡
便
化

と
韓
国
産
む
ぎ
ク
リ
の
販
売
定
着
等

で
は
、
モ
モ
ノ
メ
イ
ガ
の
発
生
が
多

く
み
ら
れ
る
。

一
、
販
売
方
針

①
農
協
別
重
点
市
場
へ
の
同
一
品
質

を
継
続
的
に
、
計
画
出
荷
を
行
い

顧
客
の
安
定
確
保
に
努
め
る
。

②
選
果
、
く
ん
蒸
、
ソ
ス
テ
ム
の
強
化

と
選
別
の
徹
底
に
よ
り
、
品
質
の

向
上
を
は
か
る
。

③
市
場
動
向
に
対
応
し
た
出
荷
調
整

を
行
い
価
格
維
持
に
努
め
る
。

④
愛
媛
ク
リ
の

P
R
と
、
消
費
宣
伝

の
実
施

⑤
販
売
は
、
経
済
連
一
元
集
荷
、
委

託
販
売
と
す
る
。

＊
庭
先
選
別
の
徹
底

①
落
ち
た
ク
リ
は
、
早
く
拾
う
。

雨
ふ
り
な
ど
に
拾
っ
た
ク
リ
は
、

乾
か
し
て
出
荷
す
る
。

＼

②
夕
方
、
拾
っ
た
ク
リ
は
、
広
げ
て

置
い
て
出
荷
前
に
袋
に
入
れ
る
。

③
袋
に
は
、
コ

ー
ド
番
号
と
氏
名
を

大
き
く
、
は
っ
ぎ
り
と
袋
半
分
に

横
書
き
に
す
る
。

④

s階
級
は
、
受
入
れ
を
し
な
い

以
上
の
重
点
事
項
と
し
た
。

＊
生
産
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い

平
成
元
年
度
の
、
栗
受
入
数
量
は

ニ
四
ニ

ト
ソ
で
、
そ
の
中
で
選
果
場

で
、
虫
ク
リ
と
病
気
（
実
タ
ソ
ソ
病
、

未
熟
果
、
シ
ワ
果
）
等
が
、
一
三
ト

ソ
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
年
度
の
、
栗
受
入
数
量
は

一
九
七
ト
ソ
で
、
そ
の
中
で
、
虫
ク

リ
と
、
病
気
等
が
、
平
成
元
年
度
と

同
じ
、
一
三
ト
ソ
あ
り
ま
し
た
。
階

級、

L
サ
イ
ズ
で
、
換
算
す
る
と
約

一
三
個
の
中
に
、
一
個
の
割
合
で
、

七
月
一
日
よ
り
給
油
所
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

五
月
ま
で
鹿
野
川
荘
に
お
り
ま

し
た
の
で
一
部
の
皆
様
に
は
顔

を
知
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す

が
、
何
分
井
の
中
の
か
わ
ず
で

す
の
で
、
現
在
は
組
合
員
の
皆

様
の
名
前
、
顔
、
家
を
覚
え
る

に
の
一
生
懸
命
の
毎
日
で
す
。

し
ば
ら
く
は
、
御
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が

何
分
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山 下 新

虫
ク
リ
か
、
病
気
の
ク
リ
が
混
ざ
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
少
し
く

ら
い
、
こ
れ
く
ら
い
で
あ
れ
ば
が
大

ぎ
な
、
量
に
な
り
ま
す
。
目
が
薄
く

な
っ
た
人
は
、

眼
鏡
に
よ

っ
て
大
き

く
み
え
る
様
に
し
て
頂
き
、
又
出
来

る
だ
け
、
丁
寧
に
選
別
し
て
出
荷
し

て
下
さ
い
。
年
々
、
市
場
で
、
愛
媛

ク
リ
の
信
用
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
年
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
、
良
い
ク
リ
が
出
荷
さ
れ
ま
す
こ

と
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

新
人
職
員
紹
介
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「
森
林
の
水
源
か
ん
養
機
能
」
を
一
言

で
い
え
ば
、
森
林
は
水
を
た
く
わ
え

る
緑
の
ダ
ム
の
機
能
を
有
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
ハ
ダ
カ
山
な
ら
降
雨

が
そ
の
ま
ま
下
流
に
流
れ
落
ち
て
い

き
ま
す
が
、
森
林
が
あ
り
ま
す
と
図

1
の
様
に
降
雨
の
系
路
は
、
幾
重
に

も
渡
り
ま
す
。

ER  
匝（降雨・降雪）

l l I さ
て
、
緑
の
ダ
ム
で
す
が
、
通
常

の
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
と
比
較
し
て

み
ま
す
と
、
例
え
ば
森
林
土
壌
の
平

均
深
さ
を
一

m
と
し
、
森
林
の
地
質

別
分
布
面
積
か
ら
森
林
土
壌
の
降
水

貯
留
量
を
求
め
る
と
全
国
で
よ
ん
四

四
四
億
ト
ソ
、
ち
な
み
に
鹿
野
川
ダ

ム
（
貯
水
能
力
よ
ん
四
、
八
二

0
万
ト

ソ
）
九
ニ
―
個
分
に
相
当
し
ま
す
。

ダ
ム
の
建
設
費
を
求
め
る
と
一
四
兆

円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
別
の
視
点
か
ら
試
算
を
行
っ

て
み
ま
す
と
、
少
し
古
い
資
料
に
な

保育実施

保育が適切に行わ
れた場合

間伐不実施

間伐に至るまでの保
育は適切に行われた
が、その後行う必要
のある保育が行われ
ない場合

保育が適切に行わ
れた針葉街林

{A 

三□冒冒
図2

り
ま
す
が
、
わ
が
国
で
新
規
に
水
資

源
を
開
発
す
る
と
し
た
場
合
一

m
/

秒
当
り
の
建
設
費
は
一
三
億
円
、
こ

の
投
資
に
よ
っ
て
山
元
の
水
生
産
原

価
を
求
め
る
と
一

m
千
円
に
な
る
。

（
建
設
省
資
料
・
五
十
八
年
換
算
一

五
円
）わ
が
国
の
年
間
降
雨
量
は
六
、

0

0
0億
ト
ソ
、
森
林
地
帯
（

六
八
％
）

量

で
は
二
、
九

0
0
億
ト
ソ
、
こ
の
う

戸
ち
樹
木
等
の
蒸
散
量
六

0
0億

ト
ソ

膚
ー
ロ
〗

〗
〗
ニ

つる切り不実施

下刈りは適切に行わ
れたが、それ以後に

行う必要のある保育
が行われない場合

゜i'叶釦犀嘉保育の実施・不実施の結果形成される森林

（林野庁公益的機能研究会， 1985)

下刈り不実施

植栽後保育が一切行
われない場合

森
林
の
水
源
か
ん
養
機
能

を
差
引
け
ば
二
、
三

0
0億
ト
ソ
と

な
る
。
先
程
の
一
五
円
を
ベ
ー
ス
に

水
源
か
ん
養
機
能
の
効
果
を
評
価
す

る
と
、
二
、
三

0
0
億
ト
ソ

x
―
五

円
1
1

三
兆
五
、

0
0
0億
円
と
な
り

わ
が
国
の
森
林
は
、
社
会
的
効
用

の
評
価
額
、
毎
年
三
兆
円
余
の
効
用

を
社
会
に
も
た
ら
せ
て
い
る
と
も
い

え
ま
す
。

但
し
、
森
林
と
い
っ
て
も
保
育
管

理
の
行
き
と
ど
い
た
山
も
あ
れ
ば
、

雑
木
山
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
森
林
の
貯
水
能
力
が

勝
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り

共水時の

ピーク流星

1. 

洪水時の増水量

I 1.2 

ロ
□ 

洪水時の増水量

洪水時の
I 1.3 

ピー1誓ロロ発生面積］：：□-崩壊:4生面積
¥＼ 1¥／／／三
、＼ 渇水流量

14.0 
＼ 

土壌侵食量

ヒノキの過密林(B- 2‘)

、4.0

土猿侵食量

スギの過密林(B- 1)

固3 評価の結果図ー保育が適切に行われた針葉樹人工林を 1としたときの指数
（林野庁， 1985)

1.5 

土壊侵食量

散生地(C)

ま
す
が
、
次
の
試
験
結
果
を
御
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

図
2
に
あ
る
よ
う
な
三
つ
の
森
林

に
お
い
て
比
較
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で

B
の
針
葉
樹
の
過
密
林
は
、

ス
ギ

(
B—

1
)
・
ヒ
ノ
キ

(
B
|
2
)

と
設
定
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
は
、
図
3
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
保
育
が
適
切
に
行
わ
れ

た
山
よ
り
い
づ
れ
も
劣
っ
て
い
る
も

の
で
し
た
。

森
林
の
公
益
的
機
能
が
見
直
さ
れ

て
い
る
昨
今
、
人
里
離
れ
た
森
林
の

地
位
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
優
良
材

生
産
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
公
益
的

機
能
の
点
で
も
川
下
に
胸
を
張
れ
る

森
林
を
造
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。林
改

渡
邊
晋
輔

.•••••••• •• 

．
 

＂
「
日
本
農
業
新
聞
」
の
＂

• 

．
 
．
 

• 

＂
購
読
に
つ
い
て

• •• ■

只
今
、
県
下
一
斉
に
「
農
業
・• • 

・
新
聞
」
の
購
読
推
進
を
実
施
し
・

．

．

 

• 
．
 

・
て
居
り
ま
す
。

• 

• 

肱
川
農
協
で
も
目
標
九
十
一
・

• • •• 
＂
部
を
か
か
げ
推
進
中
で
有
り
ま
＂

す
が
、
是
非
共
購
読
し
て
見
て
＂

■―
 

• •• 

• 

．
 
．
 
下

さ

し

・

＂
紙
面
の
内
容
も
巾
広
く
充
実
"

．
 

■

し
て
あ
ら
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
紙
"

．

．

 

・
面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
農
家
・

•• ■

の
求
め
る
情
報
が
あ
な
た
に
速
■

•• 

• • 

・
報
さ
れ
ま
す
。

＂
新
聞
代
金
も
、
今
で
は
日
刊
"

•• ・
に
な
り
料
金
も
一
ヶ
月
、
二
、
•

．

．

 

■

0
六
0
円
（
消
費
税
込
み
）
と
な
っ

■

．
 
．
 
．
 

・
て
お
り
ま
す
。

• 
．
ぉ
申
込
み
は
農
協
へ
よ
ろ
し
"

．
 

•• 

• 
．
 

・
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

．
 

• 

担

当

土

居

・

．
 

• 
．

．
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i ~：；ミ
! - §` 竺` 年 , _ ;ヽ竺'e、 i 

l -----―- エヽ 賛 I 
！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．， i 
i i 
！ 平成 3年 8月27日 1 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I ! 
！ 肱川土場木材相場表i 県森連市より （単位面当り 円） ： ；こ； 6：?〗： 8ロニ l 
！ 長さ末口径

スギ ヒノキマッ
その他

1. 平均単価 4,600円

！ チョクマガリチョクマガリチョク 1． 銘柄別単価 ！ 
! 7 cm下本 298本 240 本 144 本 283 松パルプ 銘 柄単 価比率％銘 柄単 価比率％ i 
r I. Is cm上本 326 本 193 本 589 本 287I 18-22 3,8000末口 7 cm上
り 4 m ill cm上22,ooo I. -I 29, soo I. -lrncm上20,000長さ1.7~1.9m 大 厚 10,320 I 2 特用大葉 5,760 

！ 
13 cm上21,5001 -151,0001 -124cm上24,000

25円／オ

18 cm上21,ooo I -I 52, ooo I -130cm上35,000
， 中 厚 8,270 2 特用中葉 6,090 4 ! 
！ 7 cm下本 225 本 165本 240本 165 雑パルプ

厚 6, 160 1 7 特用小葉 s, 030 I 3 I I 

I I I 8 cm上本 229 本 195本 247 本 2^19 末口 7cm上 大ウス 6,s9o I 1 大パレ ' 
! 2 m‘  

3,230 
11 cm上 i4,ooo I. I 16,600 I. I 16-20 35,ooo長さ3 m 6, 700 3 中 バ レ 3, 680 5 ' i 13cm上（三） 24,800 - 45,000 -18叫 l9,000 ` 43円／才 中ウ ス

13cm上は） 22,500 - 41,700 -24CID上22,000 ハリ材 中小ウス 6, 130 8 小パレ 3, 260 13 ! 
！ 
!＇ 18 cm上 一 ― - -30cm上 （松・杉・桧） 小ウス 4, 610 13 変 形 4, 580 7 ! 

7 cm下本 120本一本 120本ー 末口 3~6  cm 
! 2m  8 cm上本 160 本 一 本 160 ー 長さ 2m ‘ジャミウス 2,770 10 色落ウス 3, 730 2 .i 

f IL""l16 cm上 12,ooo I -I 22, ooo I -113cm上 82 冬大 9,690 I 2 色悪 2, 690 I 9 

t 30 cm上 30cm上 松ハリ材 冬・中 7,890 0 黒子 1,410 1 i 
' 13cm上一）28,000 80,000 16~22cm i 6m18cm上＝ 24,800 70,000 3 m 74円 冬小 4, 980 3 その他 ー！

涸 13cm上― 4 m 84円
！ 

i ‘ ‘13cm上( 75,000 250 000 1概要 盆需要の買い気が心配されたが、依然として買気活発で強保 ！ 
！ 小径材以前高値。 合で推移している。相変わらず特用バレ、格外等の低級品が t 
i 備考i 杉 4m中目材（末口18~24cm)弱相場。松ハリ材高値。 ！ 

多い。

i• i 
し

！ ―--―--------------—--5---------------------------------------' 
交
渉
の
加
速
化
を
求
め

る
ダ
ソ
ケ
ル
・
ガ
ッ
ト

事
務
局
長

ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
は
、

夏
の
休
会
を
前
に
、
七
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
六

日

ま
で
開
催
さ
れ
、
国
内
保

護
、
輸
入
制
限
、
輸
出
補

助
に
関
す
る
技
術
的
な
問

題
を
引
続
ぎ
議
論
し
ま
し

た
。
今
回
の
会
合
で
は
、

特
に
輸
出
競
争
の
問
題
が

焦
点
と
な
り
、

E
C
と
ケ

ア
ソ
ズ
・
グ
ル
ー
プ
と
の

間
で
、
こ
の
補
助
金
の
削

減
対
象
な
ど
を
め
ぐ
り
か

な
り
激
し
い
議
論
が
行
わ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す。
そ
の
後
、
七
月
―
―
―
十
日

に
開
催
さ
れ
た
す
べ
て
の

交
渉
分
野
に
関
す
る
貿
易

交
渉
委
員
会
（
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
在
住
の
大
使
ク
ラ
ス
が

出
席
）
に
お
い
て
、
ガ
ッ

ト
の
ダ
ソ
ケ
ル
事
務
局
長

は
、
「
農
業
交
渉
で
は
、

（
保
護
削
減
の
対
象
や
方

法
な
ど
）
技
術
的
な
問
題

の
範
囲
内
で
協
議
の
前
進

は
み
ら
れ
た
が
、
政
治
的

な
判
断
を
要
す
る
よ
う
な

十
月
王
こ
ぼ
笛
爾
と
な
嘉
冒
〗
〗
〗
〗
冒
〗

[
〗
〗
〗

豆
因
内
涙
着
忍
ぬ
さ
す
ガ
立
ド
農
業
交
誤

〗
〗

重
要
な
事
項
は
未
解
決
で
あ
り
、
早
急
易
以
外
で
農
業
が
果
た
し
て
い
る
役
割

に
こ
れ
ら
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
け
れ
（
非
貿
易
的
関
心
事
項
）
を
ど
う
評
価
し
、

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
様
々
な
保
護
削
減
を
守
る
観
点
か
ら
こ

に
、
同
事
務
局
長
は
「
九
月
以
降
実
質
れ
ら
の
役
割
を
ど
う
考
慮
し
て
い
く
か
。

的
な
交
渉
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
④
様
々
な
輸
出
補
助
金
の
削
減
対
象
、

十
月
、
十
一
月
に
は
大
変
な
努
力
を
し
削
減
率
等
を
ど
う
す
る
か
。

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
時
期
に
は
具
し
か
し
、
九
月
以
降
の
農
業
交
渉
で

体
的
な
取
引
の
段
階
に
入
っ
て
い
な
け
こ
れ
ら
の
問
題
を
議
論
し
て
い
け
ば
、

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
各
国
に
と
っ
て
政
治
的
に
困
難
な
問
題

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
を
早
期
に
決
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
議
論
は
前
進

着
さ
せ
る
た
め
、
主
要
国
が
政
治
的
な
し
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

判
断
に
向
け
て

一
層
努
力
す
る
よ
う
、
た
め
、
ダ
ソ
ケ
ル
・
ガ
ッ

ト
事
務
局
長

ガ
ッ
ト
側
は
強
く
求
め
た
わ
け
で
す
。
が
各
国
へ
政
治
的
な
判
断
を
求
め
る
よ

し
か
し
、
貿
易
交
渉
委
員
会
は
、
三
十
う
な
「
交
渉
の
た
た
き
台
」
を
示
し
、
交

五
分
間
で
終
了
し
、
具
体
的
な
今
後
の
渉
を
加
速
化
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

交
渉
の
進
め
方
等
を
議
論
す
る
に
は
至
す
。
九
月
ヰ
釣
い
院
、

七
月
の
ロ
ソ
ド

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

ソ

・

サ

ミ

ッ

ト

で

確

認

さ

れ

た

「

年

内

農
業
交
渉
は
、
九
月
十
六
日
の
週
か
合
意
」
を
め
ざ
し
、
主
要
国
の
間
で
決

ら
再
開
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
技
術
着
の
内
容
・
時
期
を
め
ぐ
り
、
厳
し
い

的
な
問
題
に
関
し
て
さ
ら
に
突
っ
込
ん
綱
引
き
が
行
わ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ

だ
議
論
が
な
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
ま
す
。

が
、
七
月
ま
で
の
交
渉
と
同
様
に
主
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
重
要
な
議

題
に
な
り
ま
す
。
（
順
不
同
）

①
国
内
保
護
を
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
、

ど
れ
ほ
ど
の
期
間
に
渡
り
削
減
す
る
の

②
輸
入
制
限
の
削
減
を
ど
う
す
る
の

か
。
こ
の
場
合
、
関
税
化
と
い
う
考
え

方
を
ど
う
具
体
化
し
、
そ
の
対
象
範
囲

を
ど
う
す
る
の
か
。

③
食
糧
安
保
や
環
境
保
全
な
ど
、
貿
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夏
秋
き
ゅ
う
り
の
病
害
虫
防
除

第
三
回
世
界
陸
上
東
京
大
会
の
マ
ラ
ソ

ソ
競
技
で
谷
口
浩
美
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
谷
口
選
手
の
雄
姿
は

テ
レ
ビ
の
実
況
放
送
や
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー

ス
を
通
じ
て
何
度
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
の

で
皆
さ
ん
方
も
ご
覧
に
な
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
あ
の
三
十
八

km付
近
か
ら

の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
は
実
に
爽
快
で
し
た
。

彼
の
監
督
（
宗
茂
氏
）
は
「
頭
の
中
に
ゴ
ー

ル
が
見
え
た
ら
突
走
れ
」
と
指
示
を
出
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
夏
秋
ぎ
ゅ
う
り
の

＂
栽
培
も
、
そ
ろ
そ
ろ
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
き

ま
す
。
昨
年
は
十
一
月
十
五
日
が
夏
秋
ぎ
ゅ

う
り
の
最
終
出
荷
日
で
し
た
。
こ
こ
か
ら

の
頑
張
り
が
大
切
で
す
。

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
栽
培
管
理
で
特
に

気
を
付
け
て
お
ぎ
た
い
こ
と
は
病
害
虫
の

防
除
で
す
。
気
温
の
低
下
や
成
り
疲
れ
か

ら
草
勢
が
弱
っ
て
く
る
と
褐
斑
病
、
う
ど

ん
こ
病
、
斑
点
細
菌
病
、
べ
と
病
等
の
色
々

な
病
気
が
重
な
っ
て
発
生
し
、
一
時
の
油

断
か
ら
急
速
に
蔓
延
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
害
虫
で
は
―
―
―
十
三
キ
イ
ロ
ア
ザ

ミ
ウ
マ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
加
害
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
は
新
芽
を
萎

縮
さ
せ
、
果
実
へ
の
加
害
は
即
座
に
減
収

と
な
り
ま
す
。
病
害
虫
は
予
防
と
発
生
初

期
の
防
除
が
基
本
で
す
。
農
薬
散
布
は
茎

葉
の
茂
り
具
合
に
応
じ
て
適
正
な
薬
液
量

と
使
用
濃
度
で
て
い
ね
い
に
行
い
、
最
終

出
荷
ま
で
健
康
で
安
心
な
き
ゅ
う
り
を
消

費
者
へ
提
供
し
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

＊

乾

燥

適
性
な
水
分
(
-
四
•
五
し
一
五
％
）
に

仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。

過
乾
燥
米
(
-
四
％
以
下
）
は
、

・
精
米
に
時
間
が
か
か
る
。

・
胴
割
れ
米
が
発
生
し
易
い
。

．
砕
米
が
多
く
な
り
揚
精
米
歩
留
ま
り
が

悪
く
な
る
。

・
食
味
が
低
下
す
る
。

こ
と
な
ど
か
ら
商
品
価
値
が
下
が
り
、

米
屋
か
ら
も
消
費
者
か
ら
も
嫌
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
過
乾
燥
米
は
農
家
の
方
に
と
っ
て

も
経
済
的
損
失
が
大
き
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。（

日
本
晴
だ
と
一
五
％
と
一
―
―
―

％
で
は
一
俵
当
り
四
三
0
円
位
損
を
し
ま

す
。
）

＊
適
正
乾
燥
の
注
意
点

一
、
乾
燥
時
の
穀
温
は
、
三
八
度
以
上
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
胴
割
れ
や
乾
燥
む
ら
を
防
ぐ
た
め
、

乾
減
率
は
一
時
間
当
り
0
•
八i
-
.

0
と
し
、
急
激
な
乾
燥
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
高
水
分
籾
（
二
五
％
以
上
）
は
、
高
温

で
乾
燥
す
る
と
品
質
が
低
下
し
ま
す
。

乾
燥
の
初
期
は
通
常
の
熱
風
音
頭
よ
り

五
℃
位
低
い
音
頭
で
乾
燥
し
、
二
五
％

皆
川
啓
夫

以
下
に
な
っ
て
か
ら
通
常
の
熱
風
音
頭

で
乾
燥
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

山
田
和
弘
）

一
果
樹
の
管
理
一

〇
柿
（
刀
根
早
生
）

一
、
収
穫

収
穫
時
の
注
意
点
と
し
て
、

①
果
梗
は
で
き
る
限
り
短
く
切
り
直
す
。

②
収
穫
は
手
袋
で
。

③
果
実
は
つ
ま
む
よ
う
に
。

④
収
穫
か
ご
は
内
側
に
布
を
張
る
。

⑤
濡
れ
た
果
実
は
扇
風
機
で
乾
か
す
。

以
上

5
点
の
こ
と
に
つ
い
て
注
意
し
、

収
穫
し
て
下
さ
い
。

二
、
着
色
を
早
く
、
美
し
く
す
る
ポ
イ
ン

卜果
頂
部
が
色
つ
い
て
も
、
葉
の
影
に
な
っ

た
部
分
（
特
に
ヘ
タ
周
辺
）
に
緑
が
残
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

①
葉
か
き
：
果
実
の
つ
い
て
い
る
枝
の
果

実
の
上
に
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
葉
を
除
け

る
。

②
枝
つ
り
：
果
実
の
重
さ
に
た
え
ら
れ
な

く
な
り
、
垂
れ
下
が
っ
た
枝
を
つ
る
。

③
誘
引
…
果
実
の
一
部
分
だ
け
よ
く
日
が

当
た
っ
て
い
る
場
合
、
枝
を
反
対
側
に

も
日
が
当
た
る
よ
う
に
誘
引
す
る
。

な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

＿

畜

産

＿

一
、
サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
収

穫
・
貯
蔵

①
収
穫
適
期
…
黄
熟
期

守
屋
良
則

晴
天
の
日
を
選
ん
で
収
穫
す
る
。

②
貯
蔵
方
法
：
・
一
？
一
・
五

cm
程
度
に
切

断
し
て
サ
イ
ロ
詰
め
す
る
。
収
穫
後
、

短
期
間
に
詰
め
込
み
、
ビ
ニ
ー
ル
で
密

封
す
る
。
密
封
後
は
押
し
蓋
を
し
て
、

□
m
当
た
り
一
0
0
?
―
l
0
0~
の
加

重
を
し
て
、
密
度
を
高
め
て
貯
蔵
す
る
。

二
、
イ
タ
リ
ア
ン
の
栽
培

①
品
種
の
選
択
：
．
早
生
種
「
タ
チ
ワ
セ
、

ワ
セ
エ
タ
カ
、
ワ
セ
ア
オ
バ
」
晩
生
種

「
ヤ
マ
ア
オ
バ
、
マ
ソ
モ
ス
、
ヒ
タ
チ

ア
オ
バ
」

②
播

種

播
種
期
：
九
月
下
旬
？
十
月
下
旬

播
種
量
：
・
ニ
？
三
k
g

③
元

肥
：
苦
土
石
灰

一
0
0
？
一
五
0

k
g
、
堆
き
ゅ
う
肥
二
?
-
―
―
ト
ソ
、
化
学

肥
料
窒
素
三
0
k
g
、
燐
酸
一
五
k
g
、
加

里
二
五
認

④
覆
土
、
鎮
圧

整
地
は
丁
寧
に
行
い
、
覆
土
は
一
？
ニ

em
と
し
、
鎮
圧
は
必
ず
実
施

三
、
稲
わ
ら
の
確
保

稲
わ
ら
は
、
一
般
的
に
あ
ま
り
良
質
の

粗
飼
料
と
は
い
え
な
い
が
、
繊
維
質
が
多

く
、
反
す
う
家
畜
の
消
化
生
理
上
か
ら
、

そ
の
必
要
性
は
極
め
て
高
い
。

年
間
一
頭
当
た
り
の
必
要
量
は
、
乳
牛

七
0
0
~
、
和
牛
若
齢
肥
育
牛
八
0
0
~
、

乳
用
去
勢
肥
育
牛
一
、0
0
0
~
が
目
安

と
な
る
。
良
質
の
稲
わ
ら
を
確
保
す
る
よ

う
計
画
的
に
準
備
す
る
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

井
尻

弘

_
 

10月
1
日
（火）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

10月
2
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

10月
3
日
（
木
）
大
谷
方
面

10月
8
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
0
月
9
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
0
月
1
1
日
（
金
）
宇
和
川
南
方
面

1
0
月
1
5
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
0
月
1
6
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

1
0
月
1
7
日
（
木
）
大
谷
方
面

10月
22
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
0
月
2
3
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
0
月
2
4
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

10月
29
日
（
火
）月
野
尾
・
小
藪
方
面

10月
30
日
（
水
）
中
津

・
予
子
林
方
面

1
0
月
3
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
醤
油
配
達
予
定
表

1
0
月
4
日
（
金
）
大
谷
方
面

10月
12
日
（
土
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
0
月
1
8
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

1
0
月
2
5
日
（
金
）
予
子
林
方
面

10
月
L
P
G
配
達
予
定

2
日
（
水
）
大
屋
敷
・
大
平

5
日
（
土
）
上
石
丸
・
師
走
野

7

日
（
月
）
藤
野
原
•
町
・
瓜
生
谷
の
一
部

9
日
（
水
）
八
璽
栗
・
上
森
山
・
大
成
・
谷
・

協
生
12
日
（
土
）
久
保
・
広
常
の
一
部

1
5
日
（
火
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・
月
野
尾
・

京
造
1
7
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

18日
（
金
）
広
常
・
影
地

21
日
（
月
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・
樋
野

ロ
・
上
汗
生

22
日
（
火
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

2
5
日
（
金
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・
道
野

尾
・
赤
岩

2
8
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

30
日
（水
）
下
敷
水
・
中
敷
水
・
上
敷
水
・

菟
野
尾
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• ●ii肱川クローバースタンプ会• 
肱川クローバースタソフ 会゚では、 日頃のご

愛顧に感謝して、一年間にご使用いただいた

シール台紙の中か ら抽選で、

ら4等500円までの商品券を、

スとして差し上げています。

今年も、

1等5,000円か

ダブルサー ビ

8月 7日の鹿野川夏まつりに抽選

を行い、次の方がたが当選されました。おめ

でとうございます。

なお、賞金の商品券はすでにご自宅までお

届けいたしました。

クローバース タソプ会では、来年もダブル

サービスを実施する予定です。今年の抽選以

降、来年の 7月31日までにご使用いただいた

シール台紙を対象に抽選を行います。

500円のお買物に 1枚の シールサービスに

加 えて、 もう一度ラッキーチャソス。お買物

は、今後もクローバースタンプ会加盟店を御

利用ください。

一三三=·~~
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高
橋
藤
利
二
宮
チ
ト
セ

高
岡
美
智
子

西
谷

一
利

0
0名

五
0
0円
（
商
品
券
）

二
宮
咲
江

大
野
百
合
子

【
四
等
】
一

中
野
校
区
大
野
ス
ズ
子
和
気
睦
明
高
野
、
ソ
ゲ
子
河
野
幸
子
中
居
ミ
ツ
ヨ
米
田
フ
ク
ョ
矢
野
喜
美
子

金
子
サ
サ
ノ
宮
本
宗
清
久
保
田
ミ
サ

ヲ

冨

永

重

美

麓

悌

子

成

登

ミ

キ

エ

三

好

え

り

堀

ラ

ク

エ

武

田

孝

一

高

尾

麻

子

冨

永

カ

ツ

子

冨

永

善

吉

柴

田

ミ

ヨ

子

冨

永

泰

江

山

内

正

志

冨

永

利

彦

白

尾

幸

子

徳

本

和

子

松

本

沙

矢

香

高

倉

セ

イ

ヲ

中

居

喜

代

光

植

木

美

枝

清

家

陽

子

山

田

美

智

子

柴

田

ひ

ろ

し

今

岡

キ

ミ

エ

岡

山

安

子

鳥

越

多

美

子

鉾

岩

奈

穂

丸

山

十

一

小

西

ミ

ホ

子

冨

永
千
代

子

畦

田

鈴

子

藤

川

誠

藤

川

忍

下

石

英

予
子
林
校
区
山
下
こ
ず
え
増
田
幸
子
松
田
福
市
清
水
諭
一
郎
三
瀬
貴
代
子
宮
田
ク
マ
ヨ

子

伊

藤

久

美

恵

松

江

伸

通

藤

田

キ

ヨ

子

堀

ッ

ヤ

子

和

気

実

男

二

宮

マ

キ

石

脇

昇

子
穂
積
キ
ョ
子

正
山
校
区
久
保
田
ト
ク
ノ
安
川
マ
キ
子
福
山
敏
子
大
野
千
鶴
子

リ

山

岡

キ

ク

エ

上

田

隆

子

三

生

梅

男

黒

田

利

光

木

下

朝

美

和
気
寛
樹

大
谷
校
区

三
好
重
穂
兵
頭
サ
サ
子

田
香
代
子
宮
川
幸
治

三
浦
進

一

岩
谷
校
区

冨
永
澄
香
森
岡
キ
ヨ
子

幸
子

河
辺
村

大
洲
市

野
村
町

山
根
ツ
ナ

河

辺

村

正
山
校
区

大

野

公

甫

山

本

節

子

中

岡

繁

子

篠

原

弥

生

高

橋

藤

利

森
岡
シ
ゲ
ル

和
気
勝
美

兵
頭
美
江
子

【
二
等
】

【
三
等
】予

子
林
校
区

中
田
タ
ミ
子

谷
本
百
合
子

久
保
み
よ
し

坂
野
サ
ト
エ

大
谷
校
区

畦

崎

良

美

冨

田

ス

ミ

子

谷

本

百

合

子

土

井

昭

子

中
野
校
区 二
十
五
名

大
野
夕
工

山
内
栄

森

文

子

奥

野

米

子

内
鈴
恵

、
0
0
0円
（
商
品
券
）

高

尾

麻

子

河

野

美

治

徳

本

和

子

上

田

緑

冨
永
隆
子

岡
山
安
子

上

鹿

野

川

冨

野
村
町
西

上
森
山

藤

永川

正

光愛

上
鹿
野
川

野

田

部

サ

カ

エ

金

五
名

三、

0
0
0円
（
商
品
券
）

月

野

尾

山

内

シ

ズ

子

【
一
等
】

上
鹿
野
川

二
名
五
、

0
0
0円
（
商
品
券
）

数 岩

恵

橋
本
京
子

浅
井
義
明

本

勝

市

西
本
福
美

桧
田

土
井
昭
子

上

大
越
加
奈

井
脇
八
重

兵
頭
フ
ジ
子
稲
谷
熊
雄
上
田
ミ
ド

大

本

冨

枝

桜

田

淳

子

金

野

ミ
ヤ
子

三

瀬

敏

子

宇

都

宮

ミ

チ

子

福

和

気

モ

モ

エ

冨

永

カ

ッ

子

山

上

鹿

野

川

岩

城

節

子
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空カン捨てないで...完成した立看板

本
年
度
は
、
商
工
会
青
年
部
・
婦
人

部
全
国
組
織
化
二
十
五
周
年
の
年
に
当

た
り
、
記
念
事
業
と
し
て
全
国
的
に
環

境
美
化
運
動
（
ク
リ
ー
ソ
作
戦
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

「
真
剣
に
考
え
よ
う
地
域
の
環
境
を
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
空
き
カ
ソ
、

空
き
ビ
ン
五
百
万
個
ク
リ
ー
ソ
作
戦
の

実
施
と
環
境
美
化
に
関
す
る
啓
蒙
活
動

の
推
進
等
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
資
す

る
た
め
、

地
域
の
環
境
保
全
、
美
化
運

動
を
積
極
的
に
実
施
し
、
地
域
に
や
さ

し
い
産
業
、
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
、

併
せ
て
、
部
員
意
識
の
高
揚
と
商
工
会

青
年
部
・
婦
人
部
の
存
在
を
広
く
社
会

に
P
R
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
川
上
商
工
会
青
年
部
（
富
永
美
千
也

部
長
）
で
は
、
環
境
美
化
に
関
す
る
啓

蒙
活
動
と
し
て
肱
川
町
（
閥
大
野
印
刷

横
）
と
河
辺
村
（
河
辺
自
動
車
固
手
前
の

空
地
）
に
、
「
空
ぎ
カ
ソ
、
空
ぎ
ビ
ソ
捨

て
な
い
で
：
・

・:
」
の
標
語
を
掲
げ
た
看

板
を
設
置
し
、
国
道
・
県
道
に
空
き
カ

ソ
や
空
ぎ
ビ
ン
を
投
げ
捨
て
な
い
よ
う

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
九
月
十
一
日
に
は
婦
人
部

（
山
内
幸
枝
部
長
）
と
合
同
で
鹿
野
川
ダ

ム
か
ら
鳥
首
ま
で
の
国
道
一
九
七
号
線

沿
線
の
空
ぎ
カ
ソ
、
空
き
ビ
ソ
拾
い
を

実
施
し
ま
し
た
。
国
道
等
に
投
げ
捨
て

ら
れ
て
い
る
空
き
カ
ソ
や
空
き
ビ
ソ
は
、

景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
大
事
故
に

つ
な
が
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
他
人

の
迷
惑
を
考
え
て
、
備
え
付
け
の
空
き

カ
ソ
入
れ
に
捨
て
る
よ
う
ご
協
力
を
お

．
願
い
し
ま
す
。

空カン拾いに精を出す部員

青
年
部
・
婦
人
部
組
織
化
25
周
年

全
国
で
『ク
リ
ー
ン
作
戦
』
実
施

h‘5l 
介瓜でロマ‘
...＼・ノ"）%ァヽらヽ
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新しいデザインのシールと台紙

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ
ソ
プ
会
で
は

長
く
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
ク
ロ
ー
バ
ー

の
シ
ー
ル
と
台
紙
の
デ
ザ
イ
ソ
を
こ
の

度
一
新
し
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
シ
ー
ル
と
台
紙
の
デ

ザ
イ
ソ
は
、
肱
川
町
の
「
風
お
こ
し
運

動
」
に
協
賛
し
て
、
風
の
シ
ソ
ボ
ル
マ
ー

ク
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
の

間
は
、
旧
シ
ー
ル
と
新
シ
ー
ル
、
旧
台

紙
と
新
台
紙
が
混
在
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
た
だ
け
で
す
か

ら
今
ま
で
ど
お
り
、
台
紙
一
冊
で
五
百

円
の
お
買
物
が
で
ぎ
ま
す
。

新
台
紙
に
旧
、
ソ
ー
ル
を
は
っ
て
も
、

旧
台
紙
に
新
シ
ー
ル
を
は
っ
て
も
従
来

ど
お
り
使
用
で
ぎ
ま
す
。
な
お
、
三
瀬

電
機
商
会
が
今
回
新
し
く
加
盟
さ
れ
ま

し
た
。今
後
も
、
肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ
ソ

プ
会
加
盟
店
を
ご
利
用
下
さ
い
。

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ
ン
プ
会

シ
ー
ル
と
台
紙
の

デ
ザ
イ
ン
を
一
新

来
る
十
一
月
九
日
ー
十
日
の
二
日

間
宇
和
島
銀
天
街
に
お
い
て
『
第
十

五
回
南
予
地
区
愛
媛
県
県
産
品
ま
つ

り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
県
産
品
を
県
民
に

広
く
紹
介
し
、
県
産
品
に
対
す
る
県

民
意
識
の
高
揚
と
そ
の
愛
用
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
産
品
の
品
質

向
上
と
消
費
の
拡
大
を
図
り
、
地
場

産
業
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

商
工
会
青
年
部
で
は
、
八
月
七
日
に

開
催
さ
れ
た
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
で
恒
例

の
ビ
ッ
ク
リ
市
と
く
じ
付
き
も
ち
ま
ぎ

大
会
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

ビ
ッ
ク
リ
市
は
、
タ
コ
焼
ぎ
、
焼
き

そ
ば
、
焼
き
イ
カ
、
金
魚
す
く
い
等
例

年
と
変
わ
ら
な
い
も
の
で
し
た
が
、
大

人
か
ら
子
供
た
ち
ま
で
好
評
で
し
た
。

く
じ
付
き
も
ち
ま
き
大
会
は
も
、
今

年
で
第
三
回
を
迎
え
、
夏
ま
つ
り
事
業

の
一
環
と
し
て
定
着
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
青
年
部
活
動
等
に
対

し
ご
理
解
を
い
た
だ
ぎ
、
一
等
・
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
、
二
等
・
自
転
車
、
時
計
、
米

の
賞
品
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
肱
川

建
設
工
業
、
上
田
建
設
、
川
上
建
設
、

三
瀬
建
設
、
松
岡
建
設
、
冨
永
建
設
、

宇
和
川
建
設
、
桑
原
電
工
、
丸
山
電
工
、

宮
本
建
築
、
山
下
建
築
、

山
内
産
業
、

今年の夏まつりも部員勢揃い

と
し
た
も
の
で
す
。

会
場
で
は
、
地
域
の
特
産
品
等
が

展
示
・
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
近

所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

来
場
下
さ
い
。

＊
日
時
十
一
月
九
日
（
土
）

ー
十
日
（
日
）

午
前
十
時
ー
午
後
四
時
ま
で

＊

会

場

宇

和

島

銀

天

街

（
ア
ー
ケ
ー
ド
街
）

三
瀬
電
機
商
会
（
順
不
同
）
、
三
等
の
各

商
店
賞
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
各
事

業
所
の
皆
様
に
は
紙
面
を
借
り
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
地

域
外
、
地
域
内
住
民
の
方
が
た
に
は
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
は
、
今
後
も
地
域
の

振
興
及
び
活
性
化
、
地
域
へ
の
奉
仕
活

動
、
部
員
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
て

活
動
を
続
け
て
行
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
15
回
南
予
県
産
品
ま
つ
り
ご
案
内
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デ
米の販売を始められた「あおば」冨永さん

去
る
七
月
一
日
、
『
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
あ
お
ば
』

で
は
、
「
白
岩
米
穀
店
」
か

ら
米
穀
小
売
免
許
を
引
ぎ

継
が
れ
、
従
来
の
食
料
品
販
売
の
ア
イ

テ
ム
の
一
っ
と
し
て
米
穀
の
販
売
を
加

え
ら
れ
ま
し
た
。

店
内
レ
イ
ア
ウ
ト
は
以
前
の
ま
ま
で

す
が
、

正
面
奥
に
新
し
く
米
穀
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ら
れ
商
品
が
陳
列
さ
れ
て

い
ま
す
。
種
類
は
、
サ
サ
ニ
シ
キ
、
秋

田
小
町
、
寿
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
雅
、
シ
ル

バ
ー
、

標
準
米
と
豊
富
で
内
容
量
は
五

キ
ロ
、
＋
キ
ロ
、
十
四
キ
ロ
（
標
準
米

は
十
五
キ
ロ
）
が
あ
り
ま
す
が
時
折
、

愛
護
班
の
キ
ャ
ン
プ
等

で
は
一
合
、
ニ

お知らせください
川上商工会広報委員会では、商工会員の皆様のニュー

スを毎回取り上げています。

どんなことでも結構ですので、 ＇会員の皆様方の情

報をお寄せください。広報委員がお伺いし、取材し

記事にいたしますのでよろしくお願いします。

また、 「商工かわかみ」につていのご意見、ご希

望がごさいましたらご連絡 くださ い。

紙面に反映させていただきます。

連絡先 電話 34-2531

^ c::J — • 云貝一ユース

合
の
分
け
売
り
も
し
て
い
た
だ
け
る
と

の
こ
と
で
す
。

現
在
の
販
売
テ
リ
ト
リ
ー
は
、
鹿
野

川
近
辺
が
主
だ
そ
う
で
す
が
電
話
一
本

で
配
達
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と

で
す
。
ご
利
用
の
際
は
是
非
、
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ョ

ッ
プ
あ
お
ば
」
を
ご
用
命

下
さ
い
。

価
格
は
、
標
準
米
・
十
五
キ
ロ
が
五

千
六
百
円
（
税
込
み
）
、
寿
コ
シ
ヒ
カ
リ
・

十
キ
ロ
が
五
千
九
百
円
（
税
込
み
）
だ
そ

う
で
す
。

地
域
密
着
型
の
食
料
品
店
と
し
て
、

な
お
一
層
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
あ
お
ば
」

米
穀
販
売
開
始

-
B
視
察
研
修
（
砥
部
町
）

川
上
商
工
会
婦
人
部
は
、
九
月
五
日

に
砥
部
町
で
一
日
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。最
初
の
研
修
先
の
株
式
会
社
四
国

、ソ

キ
シ
マ
パ
ソ
で
は
、
パ
ン
の
製
造
工
場

を
見
学
し
ま
し
た
。
食
品
衛
生
等
の
管

理
は
厳
し
く
、
見
学
の
前
に
帽
子
を
か

ぶ
り
、
靴
を
ス
リ
ッ
パ
に
履
ぎ
替
え
て

工
場
に
入
り
ま
し
た
。

近
代
的
な
工
場
で
は
厳
選
さ
れ
た
原

料
を
使
用
し
て
、
パ
ソ
生
地
を
こ
ね
る

機
械
か
ら
焼
き
上
げ
て
包
装
す
る
ま
で

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
化
さ
れ
、
人
手
は

あ
ま
り
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
出
来
あ
が
っ
た
商
品
は
常
時
二
十

四
度
の
部
屋
で
、
各
店
舗
別
に
仕
訳
さ

れ
て
配
達
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ビ
デ
オ

研
修
で
は
一
般
家
庭
で
も
工
夫
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
お
い
し
く

パ
ソ
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
勉
強
し
ま

し
た
。
衛
生
管
理
の
徹
底
と
厳
選
さ
れ

た
原
料
に
よ
る
製
造
過
程
を
確
か
め
、

改
め
て
納
得
し
安
心
し
て
次
の
研
修
地

へ
向
か
い
ま
し
た
。

開
窯
後
百
年
余
り
の
砥
部
焼
の
梅
山

窯
を
視
察
し
、
陶
石
か
ら
砥
部
焼
の
製

品
ま
で
一
人
ひ
と
り
の
何
と
地
味
な
仕

事
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
昔
使
用

し
た
登
窯
も
見
ま
し
た
が
、
今
と
違
っ

て

一
っ

ひ
と
つ
の
手
仕
事
の
大
変
さ
を

感
じ
、
古
陶
資
料
館
で
は
製
品
の
歴
史

を
学
び
ま
し
た
。

• 
パン工場を視察する婦人部員

こ
の
研
修
で
得
た
こ
と
を
今
後
の
商

店
経
営
、
婦
人
部
活
動
等
に
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

一

世
界
政
変
の
中
、
ソ
連
共

産
党
が
事
実
上
な
く
な
り
大

き
く
右
寄
り
の
政
治
に
変
わ
っ

冬
九

た

。

世

界

中

か

ら

注

目

を

浴

び
た
国
そ
れ
が
ソ
連
で
あ
る
。

ふ
見

自

由

と

民

主

主

義

を

守

る

こ
と
に
、
同
じ
考
え
を
持
っ

春

て

い

る

こ

と

を

照

明

で

ぎ

る

出
来
事
に
思
え
る
。
本
当
の

事
柄
を
国
民
に
伝
え
る
こ
と
を
怠
っ
た

つ
け
が
、
今
に
な
っ
て
大
き
く
影
響
を

与
え
た
と
言
え
る
。

日
本
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
土
地

の
値
上
が
り
で
一
生
働
い
て
も
家
も
土

地
も
持
て
な
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

バ
ブ
ル
の
崩
壊
で
証
券
業
界
、
金
融
機

関
の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、
ト
ッ
プ
は
部

下
に
責
任
を
転
嫁
し
辞
職
ど
こ
ろ
か
更

に
上
の
役
職
に
就
く
有
様
で
あ
る
。

な
ぜ
、
国
民
は
今
怒
ら
な
い
の
か
不

思
議
に
思
え
る
。
金
を
金
と
思
わ
ず
、

紙
切
れ
同
様
の
よ
う
に
右
か
ら
左
へ
動

か
す
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
。
世
界
の

中
の
日
本
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
が
、

工
業
製
品
ば
か
り
を
輸
出
し
て
、
生
き

て
行
く
上
で
絶
対
に
必
要
な
も
の
は
す

べ
て
輸
入
に
頼
る
と
い
っ
た
有
様
で
あ

る
。
国
を
守
る
こ
と
は
ソ
連
の
よ
う
に

武
力
で
は
な
く
、
自
然
、
食
糧
、
人
権

を
守
り
続
け
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

。
ぅ
長
寿
世
界
一
の
日
本
で
あ
る
が
、
調

査
に
よ
る
と
老
人
の
自
殺
者
数
も
世
界

一
と
か
。
こ
う
い
っ
た
シ
ョ
ッ
キ
ソ
グ

な
事
実
さ
え
知
り
得
な
い
、
誤
っ
た
生

活
観
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
部
の
経
済
界
、
政
治
家
の
よ
う
に

け
た
外
れ
た
金
を
魔
法
の
よ
う
に
使
い
、

信
じ
る
も
の
は
金
だ
け
と
い
っ
た
寂
し

い
考
え
だ
け
は
持
た
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

わ
が
町
、
肱
川
町
も
人
口
が
減
少
し

元
気
が
な
い
町
に
な
っ
て
行
く
よ
う
な

気
が
す
る
。
ま
ず
一
番
に
人
口
を
増
や

す
こ
と
を
目
標
に
し
て
物
事
を
進
め
て

行
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
町
内
の

入
が
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
な
い
所
に

は
、
町
外
か
ら
も
来
る
人
は
な
い
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
口
が
増
え
れ

ば
町
に
も
活
気
は
出
て
来
る
と
思
う
。

今
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
関
心
を
持
ち
、
発
言
し
、
実
行
し
、

怒
る
こ
と
で
あ
る
。
今
一
番
怒
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ソ
連
国
民
で
は
な

く
日
本
国
民
に
思
え
て
し
か
た
が
な
い
。
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予
子
林
・
柳

小
さ
い
と
ぎ
に
父
と
姉
を
伝
染
病
で
か
ら
来
よ
ら
れ
た
、
い
り
こ
売
り
さ
ん

亡
く
し
、
母
と
も
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
勧
め
ら
れ
て
、
遊
子
の
郵
便
局
に
勤

に
な
っ
た
た
め
、
物
心
つ
い
た
と
き
に
め
る
話
が
ま
と
ま
っ
た
時
に
、
ち
ょ
う

は
も
う
、
じ
い
さ
ん
・
ば
あ
さ
ん
に
育
ど
予
子
林
局
か
ら
も
お
誘
い
が
あ
り
、

て
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
「
人
か
ら
褒
一
方
を
お
断
り
し
て
幸
い
に
も
近
く
で

め
ら
れ
る
人
間
に
な
れ
」
「
明
る
い
返
事
仕
事
が
で
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

を

せ

よ

」

と

教

現

肱

川

町

長

、

大

野
和
氏
の
お
じ
い

え
ら
れ
ま
し
た

,’
 

>>>
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い
ん
ま
誰
ぞ
が

J

郵
便
・
電
報
の

配
達
な
ど
外
勤
の

ャ
A
`
t
仕
事
は
、
宇
和
川、

助
け
に
来
て
く

れ
よ
う
ぜ
と
思

い
よ
る
と
、
お

Z
”
4
t

名
荷
谷
、
敷
水
か

隣

の

客

神

社

の

｀

ら

野

村

町

の

釜

の

宮
司
さ
ん
、
菅

n
I
川
、
鎌
田
、
坂
石
、

原

勤

さ

ん

の

お

城

川

町

の

嘉

喜

尾

母

さ

ん

に

縄

を

か

ら

士

居

の

一

部

、

解
い
て
も
ら
い
、
有
り
難
か
っ
た
の
を
男
河
内
ま
で
広
大
な
区
域
を
四
名
が
受

覚
え
て
お
り
ま
す
。

け
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
湧
き
水
の
あ

高
等
科
に
な
る
と
も
う
一
人
前
で
、
る
と
こ
ろ
で
は
必
ず
喉
を
潤
し
て
、
行

牛
の
世
話
を
し
た
り
、
牛
を
使
う
て
農
く
先
々
で
は
お
茶
や
、
手
作
り
の
ま
ん

作
業
を
や
ら
さ
れ
た
り
で
し
た
。
夏
休
じ
ゅ
う
な
ど
を
出
し
て
も
ら
う
し
、
お

み
に
な
る
と
、
友
達
と
山
か
ら
木
を
伐
祝
い
ご
と
の
と
ぎ
に
は
立
派
な
お
膳
を

り
出
す
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
っ
て
日
銭
を
構
え
て
待
っ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、

稼
ぎ
、
結
構
小
遣
い
以
上
の
も
の
に
な
当
時
の
人
情
の
厚
さ
を
惑
じ
な
が
ら
山

り
よ
り
ま
し
た
。

道
を
歩
い
た
も
の
で
し
た
。

昭
和
七
年
の
夏
、
宇
和
島
市
の
遊
子
局
に
も
や
は
り
期
待
目
標
が
あ
っ
て
、

宮

田

義

盛

(74
歳）

多
く
の
人
に
大
事
に
さ
れ
て

貯
金
奨
励
の
無
声
映
画
の
説
明
内
容
を

考
え
て
、
自
分
が
弁
士
に
な
っ
て
上
映

し
た
り
、
保
険
の
必
要
性
を
う
っ
た
え

る
劇
を
公
演
し
て
各
地
を
回
っ
た
り
、

「
日
出
し
講
」
と
い
う
日
掛
け
貯
金
を
集

め
た
り
、
の
ん
び
り
し
て
い
る
よ
う
で

も
、
そ
れ
な
り
の
厳
し
さ
が
あ
り
ま
し

こ
。
キ
ー

戦
争
が
拡
大
す
る
に
従
い
、
戦
時
必

要
と
い
う
こ
と
で
、
貯
金
の
募
集
も
横

林
村
青
年
団
員
―
二

0
名
余
り
総
動
員

で
お
願
い
し
、
毎
月
―
二

0
円
位
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
十
歳
で
結
婚
し
た
私
も
甲
種
合
格

で
、
局
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
、
昭
和
十

七
年
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
イ
ソ
ド
ネ
シ

ア
の
ジ
ャ
ワ
ヘ
通
信
兵
と
し
て
配
属
さ

れ
、
前
線
で
通
信
線
の
布
設
・
補
修
な

ど
の
業
務
に
就
き
、
技
能
競
技
で
は
一

位
で
表
彰
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

無
事
帰
国
後
も
局
の
勤
め
を
続
け
、

坂
石
局
、
鹿
野
川
局
を
経
て
昭
和
五
十

四
年
に
退
職
す
る
ま
で
、
通
算
四
十
七

年
間
、
郵
便
局
で
お
世
話
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。
退
職
し
た
後
、
配
達
し
て
き

た
各
家
庭
の
人
々
の
顔
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
、
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
や
ら
、

激
励
や
ら
で
ゆ
っ
く
り
回
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
実
行
で

き
ま
せ
ん
。

「
人
間
付
き
合
え
ば
皆
同
じ
」
、
多
く

の
人
に
大
事
に
さ
れ
、
民
生
委
員
を
七

年
続
け
て
、
さ
ら
に
多
く
の
人
と
接
し

て
み
て
、
今
つ
く
づ
く
そ
う
思
い
ま
す
。

『
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
汗
と
と

も
に
失
わ
れ
た
成
分
を
速
や
か
に

補
給
で
き
る
』
と
い
う
う
た
い
文

句
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ソ
ク
が
発

売
さ
れ
て
今
年
で
約
十
年
。
全
国

清
涼
飲
料
工
業
会
に
よ
る
と
、
一

九
九

0
年
の
飲
料
缶
生
産
量
の
う

ち一

O・
七
パ
ー
セ
ソ
ト
が
ス
ポ
ー

ッ
ド

リ
ン

ク
で
、
平
均
す
る
と
年

間
一
人
当
た
り
二
十
缶
を
飲
み
干

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
と
こ
ろ
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ソ

ク
の
消
費
は
頭
打
ち
と
は
い
う
も

の
の
、
商
品
の
種
類
は
急
激
に
増

え
て
い
ま
す
。
ハ
チ
蜜
風
味
や
香

料
な
ど
を
加
え
て
味
を
調
整
し
た

も
の
、
ブ
ド
ウ
糖
や
ビ
．
タ
ミ
ン
を

加
え
た
り
、
糖
類
の
代
わ
り
に
植

物
性
甘
味
料
を
使
用
し
た
も
の
な

ど
、
新
製
品
は
目
移
り
す
る
ほ
ど

多
様
で
す
。

も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ソ
ク

は
、
熱
い
ふ
ろ
や
運

動
で
大
汗
を
か
い
て

急
激
に
体
液
を
発
散

さ
せ
た
と
き
に
、
水

分
と
と
も
に
失
わ
れ

る
カ
リ
ウ
ム
や
ナ
ト

リ
ウ
ム
な
ど
を
補
う

も
の
。
成
分
は
体
液

と
同
じ
濃
度
の
電
解

質
（
イ
オ
ン
）
溶
液
が

患

基
本
で
、
あ
と
は
各
社
が
飲
み
や

す
い
よ
う
味
つ
け
し
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
汗
を
か
い
た
と
き

に
は
お
い
し
く
感
じ
ま
す
が
、
運

動
を
し
て
い
な
い
と
き
に
体
が
必

要
と
す
る
電
解
質
は
‘
―
―
一
度
の
食

事
で
充
分
に
摂
取
で
き
ま
す
。

ま
た
、
子
供
が
熱
を
出
し
て
い

る
と
ぎ
に
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を

飲
ま
せ
る
と
、
か
え
っ
て
症
状
を

悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

単
に
水
分
だ
け
が
不
足
し
て
血
液

の
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
タ
イ

プ
の
脱
水
症
状
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ

ド
リ
ソ
ク
に
よ
る
電
解
質
の
補
給

は
ま
す
ま
す
血
液
濃
度
を
高
く
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ば
あ
い
は
、

氷
水
や
お
茶
な
ど
を
飲
ま
せ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
体
が
電
解
質
を
本

当
に
必
要
と
し
て
い
る
と
き
に
こ

そ
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ソ
ク
の
意
味

が
あ
る
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
っ
て
何
も
に
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大
谷
分
館
主
事

「
あ
の
グ
ラ
ソ
ド
で
は
、
照
明
灯
を
二

本
は
除
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
許
可
が

お
り
な
い
で
し
ょ
う
」
と
、
四
国
航
空

の
内
原
所
長
。

老
朽
化
に
よ
り
、
改
築
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
、
大
谷
小
学
校
の
校
舎
。

そ
の
思
い
出
多
い
校
舎
で
、
お
別
れ

の
イ
ベ
ソ
ト
を
行
っ
た
ら
と
い
う
こ
と

が
、
い
ろ
ん
な
会
合
で
、
い
つ
も
話
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

何
度
か
寄
っ
て
、
検
討
を
し
た
結
果
、

「
我
が
母
校
、
我
が
ふ
る
里
を
、
空
か

ら
見
て
み
よ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
で
ぎ
れ
ば
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

遊
覧
飛
行
を
、
目
玉
と
す
る
こ
と
で
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

冒
頭
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
探
す
に
あ

た
っ
て
、
並
松
峠
か
ら
、
共
楽
園
グ
ラ

ソ
ド
を
見
て
の
、
内
原
所
長
の
一
声
で

し
た
。こ
れ
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
な
、
と

思
い
な
が
ら
、
「
も
う
一
箇
所
だ
け
見

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
と
連
れ
て
行
っ

た
の
が
、
影
地
の
飼
料
畑
で
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
地
主
の
、
冨
永
さ
ん
に
は
、

何
の
断
り
も
な
し
に
で
し
た
。

一
目
で
「
こ
こ
な
ら
い
け
ま
す
わ
、
」

ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
な
く
て
も
よ
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
内
心
、
飛
び
上

が
り
た
い
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た

が
、
人
家
、
畜
舎
の
近
く
、
何
よ

り
も
畑
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
植

付
け
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

で
も
、
気
の
毒
な
の
を
承
知
で

た
の
む
よ
り
ほ
か
有
り
ま
せ
ん
。

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
植
付
け
な
い

で
、
牧
草
の
種
子
を
ま
い
て
、
当

日
は
刈
り
取
る
け
ん
な
。
」
：
•
ま

た
ご
近
所
の
人
に
も
、
快
く
了
解

し
て
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ソ
ト
は
、

ま
ず
ま
ず
成
功
の
う
ち
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
の
内
容
に
つ
ぎ
ま
し
て
は
、

先
月
の
町
広
報
で
、
ご
紹
介
い
た

だ
ぎ
ま
し
た
の
で
は
ぶ
ぎ
ま
す
。

各
団
体
の
役
員
さ
ん
、
地
域
の

.~, 
r 99 •• " - -

上空からみた、大谷小附近

上

田

武

徳

皆
さ
ん
に
は
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
協

カ
、
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
用
の
鉄
板
・
レ
ッ

カ
ー
車
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
り
、
焼

肉
用
の
砂
等
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
り
、

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
芳
志
も
あ
り
ま
し

こ。f
 翌
日
は
雨
、
翌
々
日
は
ヘ
リ
の
事
故
、

天
に
も
運
に
も
味
方
さ
れ
、
す
ば
ら
し

い
イ
ベ
ソ
ト
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
こ
の
企
画
に
、
ご
理
解
ご

第
十
回
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
八
月

五
日
、
六
日
の
二
日
間
、
歴
史
民
俗
資

料
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
中
学
生
を
対
象
に
し
て
、

資
料
館
内
の
展
示
物
の
名
前
や
説
明
書

ぎ
を
英
文
で
掲
示
す
る
作
業
を
主
と
し

て
、
英
会
話
や
グ
ル
ー
プ
で
の
創
作
活

動
を
取
り
入
れ
た
内
容
と
し
ま
し
た
。

バ
ン
ト
ッ
ク
先
生
を
は
じ
め
、
麗
沢
大

学
の
学
生
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
約
九
十

個
の
説
明
板
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
始
め
は
は
ず
か
し
げ
だ
っ
た

英
語
で
の
あ
い
さ
つ
も
、
大
き
な
声
で

で
ぎ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
に
と
っ
て
は
、
貴

重
な
体
験
を
し
た
二
日
間
だ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

中
学
生
が
、
こ
う
し
た
作
業
を
通
し

て
、
町
内
の
事
柄
に
少
し
で
も
興
味
を

持
ち
続
け
て
く
れ
れ
ば
幸
い
だ
と
思
い

鴫`

r

,

9

 

プ
リ
ー
ズ
、
チ
ェ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ミ
ー

作
品
を
先
生
に
見
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
す
。

＿」」
↓
[
戸
二
]
[

歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催

援
助
し
て
い
た
だ
い
た
、
町
・
町
風
お

こ
し
対
策
室
•
町
公
民
館
の
皆
様
の
お

か
げ
と
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
と
、

ご
無
理
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の

イ
ベ
ソ
ト
が
、
今
回
限
り
で
な
く
、
新

し
い
校
舎
の
も
と
、
地
区
活
性
化
に
つ

な
が
れ
ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

■11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111■ 
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りケごらるっ級て種元女事団今し生寺安すコまし°‘次て言江
つ所主す物て生お間気のに体夜たのと楽る l つた疲又の別ふ
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る無に 札かでさーい

れ
て悶°た良‘ げら出ついの ‘力： 路尺で第生

K o事八 を力手 杯よ翌 あ りい禅 るは来てま境 励←、荘
さ'--お―
時日

第
を十 ににをぢたい朝 け← 励学師 事同ていし内 ま ん、勤。一

『
お
四
国
学
級
の
拾
い
物
』
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愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ

祭`
地
方
大
会
喜
多
郡
大
会
が
、
九
月
一

®
0
代
ン
~
ッ
ク
甜
且
送
国
誌
て

九
月
六
日
（
金
）
午
後
、
肱
川
中
学
校

の
第
二
回
英
語
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

こ。t
 当
日
は
、
中
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
肱
川
町
の

国
際
化
や
教
育
活
動
の
向
上
に
i

役
か
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る

G
．
バ
ソ
ト
ッ
ク

先
生
と
京
子
夫
人
を
講
師
に
迎
え
、
講

演
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
全
員
で
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
」
を
合
唱
し
、
集
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
校
長
先
生
の
お
話
の
後
、
講
師
紹

介
で
は
、
バ
ソ
ト

ッ
ク
先
生
の
経
歴
や
、

肱
川
中
学
校
英
語
集
会

面バレーJゞ ド n-

ボー

ン 卜
ル
ン

◎

◎

 
スポレク祭 ・喜多郡大会

日
（
日

）
に
五
十
崎
町
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
か
ら
も
、

バ

レ
ー
ボ
ー
ル

（
男
子
・
婦
人
）
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
ニ

チ
ー
ム
）
、
軟
式
庭
球
（
ニ
チ
ー
ム
）
、

バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
（
男
子
ニ
チ
ー
ム
、
女

子
一
チ
ー
ム
）
が
、
出
場
し
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
大
変
暑
い
中
で
し

た
が
各
チ
ー
ム
健
闘
し
ま
し
た
。
全
体

的
に
は
、
昨
年
よ
り
も
成
績
が
上
が
っ

た
よ
う
で
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
と
バ
ド
ミ
ソ
ト

ソ
男
子
が
そ
れ
ぞ
れ
第
二
位
に
入
り
、

十
月
二
十
日
に
開
か
れ
る
八
幡
浜
地
方

大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

大
変
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

現
在
の
お
仕
事
に
つ
い
て
、
ま
た
肱
川

町
に
は
じ
め
て
こ
ら
れ
た
時
か
ら
今
日

ま
で
の
、
肱
川
町
の
人
々
や
行
政
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
バ
ソ
ト
ッ
ク
先
生

が
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
て
、
京
子

夫
人
が
通
訳
を
さ
れ
る
と
い
う
形
で
し

こ
。
t
 先
生
の
英
語
に
う
な
ず
く
生
徒
や
、

通
訳
の
後
、
に
っ
こ
り
す
る
生
徒
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

講
演
の
内
容
は
、
お
お
む
ね
次
の
と

お
り
で
す
。

〇
肱
川
の
よ
さ

今
こ
こ
に
い
る
時
は
わ
か
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
特
に
有
名
な
物
は
な
い

が
、
肱
川
を
紹
介
す
る
時
は
、
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ソ
を
加
え
て
紹
介
し
て
ほ
し

、0し〇龍
（
ド
ラ
ゴ
ン
）
に
つ
い
て

龍
が
好
ぎ
。
置
き
物
を
六
百
個
持
っ

て
い
る
。

0
英
語
に
つ
い
て

外
人
は
自
分
た
ち
と
ち
が
う
と
思
う

か
も
し
れ
な
い
。
（
髪
、
目
等
）
で
も
、

心
は
み
ん
な
と
同
じ
。

英
語
は
、
多
く
の
国
で
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
生
き
た
英
語
を
使
っ
て

ほ
し
い

。

み
ん
な
が
外
国
に
行
っ
て
い
る
が
、

何
の
目
的
も
な
く
、
人
が
行
く
か
ら
で

開
会
式
で
の
肱
川
町
選
手
団

先生に質問をしている、中学生

行
く
人
が
多
い
。
何
を
す
る
た
め
か
、

何
の
た
め
か
目
的
を
持

っ
て
旅
行
し
て

ほ
し
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世

界
中
ど
こ
で
で
も
英
語
が
通
用
す
る
こ

と
を
発
見
す
る
だ
ろ
う
。
行
く
前
に
は
、

よ
く
勉
強
が
必
要
。

0
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て

み
ん
な
の
将
来
の
た
め
、
少
し
で
も

役
立
つ
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。
イ
ギ

リ
ス
的
な
生
活
で
。
み
ん
な
に
来
て
も

ら
い
た
い
。

0
英
語
は
話
せ
て
も
、
内
容
が
話
せ
な

い
人
が
い
る
。
（
若
い
人
に
多
い
）

日
本
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
も
、
答
え

ら
れ
な
い
。
知
ら
な
い
。

こ
れ
は
大
変
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
。

第
一
歩
は
、
自
分
の
国
、
地
域
の
こ
と

を
よ
く
知
る
こ
と
だ
。

0
英
語
の
授
業
は
、
会
話
は
重
視
さ
れ

て
い
な
い
が
、
授
業
以
外
に
も
自
分
で

工
夫
し
て
覚
え
て
ほ
し
い

。

そ
の
後
、
生
徒
た
ち
か
ら
英
語
で
の

質
問
が
次
々
と
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
に

は
、
日
本
の
食
べ
物
は
何
が
好
き
か
、

日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
違
い
、

日
本
語
と

英
語
ど
ち
ら
が
難
し
い
か
な
ど
、
先
生

と
生
徒
の
対
話
が
な
ご
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

お
別
れ
に
ブ
ラ
ス
バ
ソ

ド
部
に
よ
る

イ
ギ
リ
ス
国
歌
の
演
奏
が
あ
り
、
先
生

も
大
変
感
激
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

生
の
英
語
に
ふ
れ
て
、

心
と
心
が
通
、

た
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
ま
す

ま
す
英
語
が
好
き
に
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

中
学
生
た
ち
の
、
今
後
い
っ
そ
う
の

努
力
を
期
待
し
ま
す
。

〇
来
年
は
、
英
語
ス
ピ

ー
チ
・
コ
ソ
テ

ス
ト
の
カ
ッ
プ
を
寄
贈
す
る
。

講岩而バント ック先生と京子夫人
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先
日
、
大
学
時
代
の
先
輩
が
イ
ソ
ド

旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
た
。
せ
っ
か
く
の

こ
と
だ
か
ら
、
み
や
げ
話
を
聞
か
せ
て

”
 

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

先
輩
の
話
に
よ
る
と
、
イ
ソ
ド
と
い

う
国
は
、
ま
だ
ま
だ
神
秘
的
で
、
我
々

日
本
人
に
は
理
解
で
ぎ
な
い
こ
と
が
多

く
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
イ
ン
ド
で
目
立

つ
の
は
、
人
間
が
多
い
こ
と
。
人
口
は

約
八
億
人
。
「
日
本
は
狭
い
。
」
と
よ
く

言
わ
れ
る
が
、
イ
ソ
ド
に
比
べ
れ
ば
ま

だ
ま
し
な
方
ら
し
い
。
そ
れ
に
貧
富
の

差
が
激
し
く
、
一
方
で
は
高
級
外
国
車

の
運
転
手
付
ぎ
に
乗
っ
て
学
校
へ
通
う

小
学
生
が
い
れ
ば
、
一
方
で
は
、
骨
と

皮
だ
け
に
な
り
、
目
だ
け
ギ
ラ
ギ
ラ
し

た
少
年
が
、
道
路
の
真
ん
中
で
横
た
わ
っ

て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
観
光
客
と

み
れ
ば
、
次
々
と
「
お
金
を
く
れ
。
」
と

インドについて

町同和教育推進主任

渡 辺 靖

寄
っ
て
く
る
ら
し
い
。
ど
こ
の
観
光
地

へ
行
っ
て
も
、
こ
う
し
た
物
ご
い
の
子

ど
も
達
に
出
会
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

ベ
ナ
レ
ス
と
い
う
町
で
の
こ
と
。
先

輩
は
、
現
地
の
ガ
イ
ド
と
二
人
で
連
れ

だ
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
例
に
よ
っ
て

物
ご
い
の
子
ど
も
達
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
ぎ
た
。
手
を
出
し
て
、
口
々
に
「
お

金
を
く
れ
、
お
金
を
く
れ
。
」
と
叫
ぶ
。

そ
の
中
の
一
人
の
少
女
の
手
が
、
先
輩

の
体
に
軽
く
触
れ
る
と
、
今
ま
で
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
た
現
地
の
ガ
イ
ド
が
、
血

相
を
変
え
、
そ
の
少
女
を
つ
か
ま
え
る

と
、
お
も
い
き
り
な
ぐ
り
倒
し
た
。
少

女
は
、
何
メ
ー
ト
ル
も
と
ば
さ
れ
、
ロ

か
ら
血
を
流
し
な
が
ら
こ
ち
ら
を
み
て

い
た
と
い
う
。

後
で
ガ
イ
ド
に
事
情
を
聞
く
と
、
そ

の
少
女
は
、
ハ
リ
ジ
ャ
ソ
つ
ま
り
不
可

触
賤
民
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
少
し

説
明
を
す
る
と
、
イ
ン
ド
に
は
カ
ー
ス

ト
と
い
う
制
度
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
数
千
年
前
か
ら
あ
る
身
分
制
度
で
、

身
分
を
バ
ラ
モ
ン
（
僧
侶
）
、
ク
シ
ャ
ト

リ
ヤ
（
王
族
・
武
士
）
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ

（
平
民
）
、
シ
ュ
ド
ラ
（
奴
れ
い
）
の
四
つ

に
分
け
、
職
業
・
交
際
・
通
婚
・
慣
習

な
ど
厳
重
に
規
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
四
つ
の
身
分
の
下
に
、
ハ
リ
ジ
ャ

ソ
（
不
可
触
賤
民
）
が
あ
る
。
ハ
リ
ジ
ャ

ソ
の
人
々
は
、
一
生
決
め
ら
れ
た
場
所

に
、
決
め
ら
れ
た
職
業
し
か
つ
く
こ
と

が
で
ぎ
な
い
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
他

の
身
分
の
人
々
と
口
を
聞
い
た
り
、
触

れ
た
り
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、

た
と
え
子
ど
も
で
も
、
お
ぎ
て
を
破
れ

ば
先
程
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
ハ
リ

ジ
ャ
ン
の
人
々
は
、
自
分
達
の
不
満
を

ロ
に
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
彼
ら
は

自
分
の
置
か
れ
た
境
遇
を
「
全
世
の
自

分
が
悪
い
こ
と
を
し
た
か
ら
現
世
で
は

苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
世
を

ま
じ
め
に
働
け
ば
来
世
は
楽
し
く
く
ら

せ
る
。
」
と
信
じ
差
別
に
甘
ん
じ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
イ
ン
ド

の
現
実
で
あ
る
。

私
は
こ
の
話
を
聞
い
て
、
す
ぐ
日
本

の
士
農
工
商
の
身
分
制
度
の
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
イ
ソ
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
度

も
日
本
の
士
農
工
商
も
ね
ら
い
は
同
じ

で
あ
る
。
一
部
の
権
力
者
が
多
数
の
民

衆
を
支
配
す
る
た
め
考
え
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
権
力
者
に
と
っ
て
一
番
こ

わ
い
の
は
民
衆
の
団
結
で
あ
る
。
ソ
ビ

エ
ト
や
東
欧
を
み
れ
ば
よ
く
わ
か
る
と

お
り
、
民
衆
が
団
結
し
て
戦
え
ば
、
権

力
者
な
ど
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
倒
さ
れ

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
権
力
者
達
は
、
民

衆
を
分
裂
支
配
す
る
方
法
を
思
い
つ
く
。

民
衆
を
身
分
に
よ
っ
て
分
け
、
「
上
み

て
く
ら
す
な
。
下
み
て
く
ら
せ
。
」
と

い
う
政
策
を
考
え
だ
す
。
民
衆
同
士
、

お
互
い
を
に
く
み
合
わ
せ
、
団
結
さ
せ

な
い
よ
う
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
た
卑
劣
な

手
段
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
身
分
制

度
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
考

え
出
さ
れ
た
の
が
、
イ
ソ
ド
の
ハ
リ
ジ
ャ

ソ
（
不
可
触
賤
民
）
で
あ
り
、
日
本
の
被

差
別
部
落
の
人
々
で
あ
る
。
一
説
に
よ

る
と
、
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
を
考
え

だ
し
た
の
は
、
家
康
の
参
謀
で
あ
っ
た

天
海
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
た
ぶ
ん
天

海
は
、
仏
教
の
国
イ
ン
ド
か
ら
、
カ
ー

ス
ト
制
度
の
存
在
を
知
り
、
幕
藩
体
制

0

割

る

割
勘
で
遠
慮
の
い
ら
ぬ
う
ま
い
酒

（
末
未
）

割
り
勘
で
少
々
損
な
下
戸
の
酒
（
永
秋
）

0

似

る

親
か
子
か
声
が
似
て
い
る
電
話
口

（
定
雄
）

も
の
真
似
の
顔
ま
で
似
せ
る
芸
達
者

（
一
敏
）

似
顔
絵
は
少
し
き
れ
い
に
書
い
て
や
り

（
木
寸
）

0

雑

詠

若
者
の
一
度
は
捨
て
て
み
た
い
村

（
順
子
）

冗
談
の
言
え
る
同
志
で
茶
が
う
ま
い

（
ゆ
き
）

維
持
の
た
め
こ
れ
を
利
用
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

イ
ソ
ド
で
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度
が
今

も
残
っ
て
お
り
、
多
く
の
人
々
を
苦
し

め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日
本
に
も
、

残
念
な
が
ら
社
会
問
題
と
し
て
の
同
和

問
題
が
現
在
も
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
人
間
が
つ
く
り

だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
間
が
つ
く
り

出
し
た
も
の
な
ら
、
人
間
の
手
で
打
ち

こ
わ
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

い
く
ら
む
ず
か
し
い
問
題
と
は
い
え
、

我
々
が
確
か
な
科
学
的
認
識
を
も
ち
、

強
固
な
信
念
を
も
っ
て
こ
の
問
題
に
あ

た
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
邪
悪
な
歴
史
的

遺
物
は
消
滅
す
る
は
ず
で
あ
る
。
消
滅

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
先
輩
が
、

「
今
も
、
あ
の
な
ぐ
り
倒
さ
れ
た
少
女

の
目
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ

の
う
つ
ろ
な
目
を
…
。
」

と
言
っ
た
言
葉
が
私
の
胸
の
中
に
強

く
残
っ
た
。
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函 直 恒］面
恒例の町民運動会を下記のとおり開催

します。

町民総ぐるみで参加をして、お互いの

親睦や明るい町づくりのために、楽しい

運動会となるよう、ただいま準備真っ最

中です。新しい種目も多数取り入れてい

ます。

選手はもちろん、応援のみなさんも、

ご近所お誘い合わせてお出かけください。

雨天の場合は、 13日（日）です。

0 日

0場

時

所

10月10日（体育の日 ）

午前 9時開会式

肱川中学校校庭

辺
剖
国
国
国
且
国
臼

り
芸
能
大
会

肱
川
町
文
化
協
会
で
は
、
八
月
七
日

に
「
夏
ま
つ
り
芸
能
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。文
化
協
会
会
員
に
よ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、

吟
詠
、
詩
舞
、
民
謡
、
民
踊
な
ど
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
た
だ

ぎ
ま
し
た
。

会
場
の
ス
テ

ー
ジ
の
ま
わ
り
に
は
多

く
の
人
が
集
ま
っ
て
、
芸
能
発
表
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

肱

川

町

文

化

協

夏
ま
つ

会

民謡クラブ宮本さん

会場いっぱいの観覧者 熱唱鹿野川カラオケ、沖永さん

■饂に畢細口F-＊」--”にし1-
子供斬託り会のかかし踊り

が いおに のと 立再 き 想 く い くさ い の 嫌 配文持と続 となその しあ :の 来
‘る ばの 人 いつ度‘い夜静 る こも最たでい昔だ章 つ 書い頭にし例 な せ 随て あ
つ かあめの そ 足の目で‘か ゜とて近 °手では °にたこての が て がくつ 筆‘ る
い ら さり足が音眠覚 ‘そに を つ は 紙は‘ な のう；門悲届 な てて t‘開朝
て‘んそ音しがり

め眠れふ さだ字 を な 書 る だと 7 の

ゆこ は う は く 聞 の
たりぞけ ぼ つの よか く のがぺ 夜日しいいはし知奥口職

＜ 
時にれて つ て へ くつ こ かさ ソゃ 々 く た と とま ち —場

。つ ‘な ‘歩こた つ の ゆ て 書 た 書 たと 心てを つ英 て原 言 思 つらゃ 番 の
こ竹のよ く え め ‘稿 わっ た なん 、仲
す

：l旦冒：、Il" ―》I［い：。冒；り
ん※
に次
お回
願は
し、ヽ

し見
まの

口二[

う。羹 I 共し．＂栄 秋、それぞれの I責慧口胃土誓；字塁： 輿田重美 足音 ：ド t：し互墨□？ニ斎
日 こtフ;[[ :ヽ：閂ご
々いにう軽わ が る 止の 夜音音し音気気が‘のて ととでい
過い快梵快た秋はとめ厚冷をがへのかを持し、ス流、ども閉何る
ごの く にしのい‘てく房楽ふと自らっち‘リれそこぁま故 ゜

tし嘉門□年の、鷹 つ 虫‘るとしけ‘分おかも歩
し、 o.::g:-

てた窓し‘まてい勝か っ ち く ノヽ； 言れ誓 召 畠贔開

日貨む足のくちをい換せゆ ろ 手まてが形のが
と豊な人 t;:.、音早

虚誰小がしが

'----は朝
るのあ音気るくんない歩うも音すき力らさしし、そ

思から々 ろ 、、 ゜声けを扇 ゜° な足な く゜ ‘伎 召 け焚なて °ろ
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10 月 の
“ 行
事 予 定

表

1 ．肱川町防災の日 中旬 •特別町民「風のパッケージ」発送

10 
1 ．胃がん検診 ／ヽ ・大谷文楽公演

6 •各小学校運動会 18 ・老人運動会

6 ・鹿鳴固開園 3周年記念テニス大会 26 •岩谷春日神社秋祭 り

7 ・行政相談 27 •秋の道路愛護デー

7 • 21 ・心配ごと相談 27 ・郡PTA研究大会

月
， ・子宮がん検診 28 •宇和川地区秋まつり

10 •第31回町民運動会 29 ・税金等出張受入

定例部落長会（休会）

10月の日曜・祝日当直医

当直医

松浦医院
（五十 崎町 ）

郷緒小児科医院
（大沙Ii市西大沙I、I)

藤本医院
（五十崎町）

村上医院
（大沙H市常 盤町）

植木医院
（五十崎町）

久保医院
（大、洲市新 谷）

高橋医院
（五十 崎町 ）

肱川医院
（大、洲市 菅田）

佐々木整形外科医院
（五十 崎町 ）

三瀬医院
（大沙I、I市八多喜 ）

※変更になる場合がありますので、前も って連絡してか らお出かけ
下 さい。

日 電 話

44-2776 

24-3936 

44-2561 

24-2346 

44-2215 

25-0158 

44-2010 

25-2915 

救 急 病 院

43-0101 

26-0003 

＿
午
後

1
時
?
2
時

10
月
9
日
（
水
）＿
保
健
セ
ソ
タ

ー

日

程

一

場

所

一

時

間

冒

◎
子
宮
が
ん
検
診

時

間

午
前
8
時
3
0
分

ー

9
時
3
0
分

10
月
1
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ン

タ
ー一

内
容
：
調
理
実
習

講
話
「
高
血
圧
予
防
に
つ
い
て
」

講
師
大
洲
保
健
所
長

日

程

場

所

10
月
28
日
（
月
）
天
谷
公
民
館

前

10
時
？

午
後
2
時

◎
胃
が
ん
検
診

日

程

一

場

所

時

間

時

間

＿午

後

1
時

ー

2
時

10
月
30
日
（
水
）＿保
健
セ

ン
タ

ー

日

程

場

所

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

◎
高
血
圧
予
防
教
室

10
月
2
2
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ン

タ
ー

日

所

◎
1

歳
6

か
月
児
•
3

歳
児

健
康
診
査

程

場

時

間

病 院 名 電 話

◎
行
政
相
談

▽
日
時
1
0
月
7
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分
ー
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー
ニ
五

0
八

大洲市立病院
（大洲I市 大洲I)

加戸病院
（大 、洲市若宮 ）

大洲中央病院
（大 、洲市東大 、洲）

24-2151 

24-5101 

24-4551 

◎不用犬回収日

▽日時 10月 8日（火）
▽場所保健セ ソター
※印鑑をご持参ください。

午前 9時まで

10 10 相
月 月
21 7 

談日 日
ヘ ,--、

月 月 日

大宮 藤福
担

塚田 高田 当

千 工 相

鶴 ミ 談

江静 力保
員

▽
場

所

▽
時
間

午
後
1
時
30
分

?
4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

国

■互
璽
至
璽

◎
相
談
ご
と
案
内

久
保
郷萩
野
尾

羞

◎
1
0
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日
1
0
月
15
日
（
火
）

（
出
す
の
は
1
0
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見
の

越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・
中

野
（
篠
谷
・
滝
山
）
・
上
森
山
・
八
重

栗*

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

合女*

＊

＊

*

＊

＊

 

0

上

鹿

野

川

山

内

優

さ

ん

三

男

将

ち

ゃ

ん

0

上

鹿

野

川

上

田

武

治

さ

ん

二

女

希

望

ち

ゃ

ん

生

中

野

真

二

さ

ん

四

男

真

樹

ち

ゃ

ん

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

⑮

-

．

ぅ

⑮

⑤
 

J

結
婚
お
め
て
と

恋⑮

ご

ざ

い

ま

す

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

久

保

政

文

さ

ん

（
肱
川
町
道
野
尾
）

高
田
伸
子
さ
ん
（
喜
多
郡
河
辺
村
）

*

＊

*

＊

*

*

 

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 
＊
お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

＊

*

＊

*

＊

 

0

汗

矢
野
キ

ク
ヲ

さ
ん

(86
歳
）

三

瀬

勇

さ

ん

(90
歳
）

東

サ

ト

さ

ん

(69
歳
）


	20p用

